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第一章












　内海うつみありさがＩＴ企業のデザイナーとして入社してから、一年以上が経過した。はじめの一年は仕事に慣れるので精一杯だったが、ついこの間できたばかりの初めての彼氏と、それなりにホワイトな職場のおかげで、社会人二年目は公私ともに充実していた。はずなのだが……。

「ごめん、やっぱり無理だわ。処女って面倒くさいし、おまえ色気ないし」

　これが、人生初の恋人、スポーツインストラクターで二つ年上の森もり部べ俊しゅん介すけから最後に告げられた言葉だった。

（あ～～～！　思い出すだけで、イライラする！）

　恋人といっても、付き合ったのはたったの三ヶ月間。それまで彼氏いない歴がそのまま年齢だったありさは、セックスが怖くなり直前で拒否してしまったのだ。そして、それがきっかけで、俊介に振られてしまった。ありさは、自分が俊介の想いに答えられなかったせいでこんなことになったのだと、最初はショックを受けて悲しんでいた。しかし、数日悲しんだ後は、たった一度拒否しただけで振る彼もひどいのではないかと思いはじめ、いまはベッドに寝転がり苛立ちをあらわにしている。

（どうにかして、俊介を見返せないかな……）

　スマートフォンに手を伸ばし、インターネットで「元カレを見返す方法」を調べてみる。

「いまより魅力的な女になって元カレを見返してやろう、か……」

　魅力的な女というのは、どんな女性なのだろうか。

（俊介は私のことを色気がないって言ってたよね……。色気があるっていうのが、魅力的な女の条件なのかな？　でも、色気ってどうやったら出るんだろう？）

　着る服を変えてみるとか、メイクの仕方を変えてみるとか、筋肉をつけて肉感的な身体にしてみるとか。いろいろと考えてみるものの、どれが正解なのか分からない。もしかしたら全てやるべきなのかもしれないが、いまのありさには時間的にも金銭的にも難しいだろう。

　小一時間考えた後、ありさは大学時代の友人の真ま由ゆ子こに相談をしてみることにした。真由子には婚約中の彼がいるので、きっといいアドバイスをくれるはずだ。

「色気って、どうやったら出ると思う？」とメッセージを送ってみると、ちょうどスマートフォンを見ていたのかすぐに返事が来た。

「なになに？　もしかして彼を誘惑したいとか？」

　真由子には、三ヵ月前に初彼ができたという話をしていたが、数日前に振られたことはまだ話していない。

（盛大に祝われたのに、もう別れたなんてさすがに言えないよね……）

　この事実は伏せて、適当に誤魔化すことにした。

「うん、まあそんなところ」

「なるほどねー。私は、修しゅう吾ごさんとセックスするようになってから大人の色気が出てきたって言われたよ」

　修吾さんというのは、真由子の婚約者だ。かなり真面目な銀行員で、真由子のほうから猛アタックをして付き合うようになったらしい。

「それで、ありさはもう彼とセックスしたの？」

「いや……」

「じゃあ、まずはそこからだよ！」

　真由子の言うように、セックスをして色気をつけるとなると、まずは処女を卒業しないといけない。そして残念なことに、彼氏と別れてしまったありさにはもはやそんな相手は存在しないのだ。

「そうしたら、きっと色気もついてくるって」

　そのあと、真由子はオーガズムがどうとかご奉仕がどうとかいろいろと語ってきたが、そんな生々しくて赤裸々な話まで聞きたいと思っていなかったありさは、適当に相槌とスタンプを打つことにした。

　それから三十分が経ち……。

「とにかく、チャンスが来たら思いきって飛び込んでみるといいんじゃないかな！」

「うん。とりあえず頑張ってみるよ」

　そう返して、やっとやり取りが一段落ついた。

（セックスをすると、本当に色気がつくのかなぁ？　たしかにそういう話は聞くけど……。というか、よくよく考えてみたら、スポーツマンで女性にもけっこうモテる俊介を、その辺にいそうな普通のＯＬである私が見返すって、まず無理なんじゃ……。そもそも、俊介と付き合えたこと自体奇跡だったのでは……）

　これまでの彼女は、同じような体育会系の子が多かった、という話を以前聞いたことを思い出す。ありさのようなインドア派の女性とは滅多に交流がなかったんだとか。ただ単に物珍しくて、付き合ってみようと思われただけだったのかもしれない。付き合っていたときは俊介に……、いや、恋愛に夢を見ていたから、そんな簡単なことにも気づけなかったのだ。

「ああ、もう！」

　翌日、ありさはむしゃくしゃした気持ちを振りきるように、同期の仕事を肩代わりして残業に勤しむことにした。






「お先に失礼しまーす」

「お疲れさまです」

　同僚たちは次々と帰っていき、ついにありさはオフィスで一人きりになった。時刻は九時になろうとしていたが、俊介に振られてから滞っていた作業と、同期がやり残していた作業を進める。ありさが所属しているデザイン部は、この会社のデザイン制作全般を扱っている部署だ。他の部署からの依頼を受け、注文通りのデザインを作る。変わった人も多いので、他の部署からはちょっとだけ浮いている。

　ありさはこの中では常識的な人間だと自負しているが、コミュニケーション能力はあまり高くない。人と話すのもあまり得意ではないけれど、他の部署の人たちがコミュ力の塊なのでなんとかスムーズにことが運んでいるような状態だ。

（デザインだけじゃなくて、コミュニケーション能力も上げたいんだけど……）

　いまのありさには、足りないものが多すぎる。

「はぁ……」

　と小さくため息をつくと、オフィスのドアが開いた。さっき帰っていった同僚が忘れ物でもしたのだろうかと思い、ドアのほうを見てみると、そこにはまったく違う人物がいた。

「お疲れ、内海さん」

　すらりとしたスーツに身を包み、優しい笑みを浮かべる男性。企画営業部のチームリーダー、露つゆ峰みね春はる之ゆきだった。

「お、お疲れさまです……露峰さん」

　彼とこんなふうに名前を呼び合って挨拶をしたのは初めてだ。依頼を受けたこともないのだが、彼はありさの名前と顔をしっかり覚えていてくれたらしい。

（まさか、あの露峰さんとオフィスで二人っきりになるなんて……！）

　にっこりと笑顔を作っているつもりだが、ありさは内心動揺していた。

　露峰はいろんな意味で有名な社員なので、ここで勤めていて彼のことを知らない人間はまずいない。ありさにとっても、彼は雲の上の存在、憧れのアイドルのようなものだ。

　それと比べて、ありさはまだ入社二年目。大きな仕事はしたことがない地味なデザイナーなのに、彼はすぐにありさの名前を呼んだのだ。

（営業の人ってそういうのすぐに覚えられる人が多いなぁとは思ってたけど、こんな末端まで把握しているとは……）

　ありさは他部署の人なんて、上層部以外ほとんど知らないというのに。

「今日は直帰する予定だったんだけどね。オフィスに傘を忘れたことに気づいて……まだ残っている人がいたら持ち帰ろうと思って」

　そういえば、今日は夜頃から雨が降るという予報だったことを思い出す。ありさも折り畳み傘を持参してきていた。

「そうだった、んですね」

　いまも降ってるんですか？　とか、ここに来るまでに濡れませんでした？　とか、聞けることはたくさんあるはずなのだが、緊張してうまく言葉が出てこない。

　思考停止状態のありさに、露峰はまだ話しかけてくる。

「せっかくの金曜日なのに、こんな時間まで残業なんて大変だな。なにかあったの？」

　そのまま傘を持って帰ってしまえばいいのに、彼はありさの隣のデスクにある椅子に座り、画面をのぞき込む。

　作っている途中のものを見られるのはあまり好きではないのだが、見ないでくださいとはとてもじゃないが言えなかった。

　彼が隣に来たことで、さっぱりとしたシトラスの香りが鼻腔をくすぐった。

「いえ……ただ、今週はあまり捗らなかったので、今日挽回しておこうかと……」

「なるほど。頑張ってるんだな」

「ふ、普通ですよ」

　むしろ、今週に関しては普通以下だったと言われても仕方ないだろう。周りの人間も、あきらかに意気消沈している様子のありさを見てなにかあったんだろうと思っていたはずだ。相談に乗ってくれるほど仲の良い相手もいないので、ただそっとされていただけだが。

「謙遜しなくていいよ。内海さんのデザインは丁寧で女性受けがいいって評判だし」

　と言いながら、「これもすごくかわいくていいんじゃない？」と作りかけのバナー広告を指さす露峰。

（リップサービスだと分かってても、褒められると嬉しくなっちゃうな）

「いえ、まだまだ改善の余地はありますよ」

　謙遜しつつも思わず頬がゆるむ。

　露峰はまだ二十七歳という若さだが、社内でも信頼度が高く、近いうちにまた昇進するのではないかという噂が立っている。爽やかで整った容姿ということもあり、女性社員からの人気も高い。誰に対しても感じのいい接し方をする人たらし的な側面もある。

　仕事ができて性格も良い、まさに完璧な男性だが、誰からアプローチをされてもなびかないことでも有名だった。どんな美人に誘われても、いまのところ全て断っているんだとか。本人はおくびにも出さないが、おそらく大事な恋人がいるのだろうと社員たちは思っていた。

（露峰さんの彼女さん、ちょっとうらやましいなぁ。きっと、露峰さんなら処女相手でも面倒くさがらずに優しくしてくれるんだろうな。途中で怖くなることも、ないんだろうな……。って、なに考えてるんだ私！）

　変なことを想像してしまい、申し訳なくなる。

（でも、露峰さんみたいな男性から魅力的だと思われるような女性になれば、俊介のことも見返せる気がする）

　彼はどんな人が好みなんだろう、とぼんやり考えていたら、目の前にキャラメルが差し出された。

「内海さんって、けっこうストイックなんだね。はい、どうぞ」

「えっ……いいんですか？」

「頭を使っていると、甘いものを食べたくならない？　あ、もしかしてキャラメル苦手だったかな」

「いえ！　大好きです。いただきます」

　露峰の手から恐る恐るキャラメルを受け取り、さっそく口に入れる。濃厚で甘いキャラメルが、ゆっくりと溶けだした。

（おいしい。ガムや飴を食べることが多かったけど、今度からはキャラメルも買おうかな）

　そう思い、ありさは「これ、どこのキャラメルですか」と聞こうとしたのだが、先に露峰が口を開いた。

「さっき、今週はあまり捗らなかったって言ってたけど……なにかあった？」

「え……」

「ああ、ごめん。実は昨日、立花さんと飲んだんだよ。それで、君が今週になって急に元気がなくなったって心配してたから気になってて」

　そう言って、露峰は少しだけ苦笑する。

　露峰が昨日飲んでいた相手の立花は、デザイン部の部長で、温厚な性格に対して、なかなかに尖ったデザインをする男性だ。平社員のありさはあまり話す機会がない相手なのだが、そんな人にまで落ち込んでいるのがバレていたらしい。

（心配をかけてしまったみたいで、申し訳ないな。来週からは元気に仕事しよう）

　そう心に決めたのだが、隣にいる露峰はありさの返答を待っている様子。

（う……どうしよう。一応、理由はオブラートに包んで話したほうがいいかな）

「えっと……仕事じゃなくて、私生活で少し……ご心配をおかけしてしまって、すみません。来週までには絶対に立て直しますので」

「私生活、か……。その悩みを相談できる人はいる？　いないなら、俺が聞くよ」

　意外とぐいぐい来る露峰に驚くありさ。

（露峰さんってすごくいい人だとは聞いていたけど、他部署の人間で一緒に仕事したことのない相手でもこんなに面倒見がいいんだ……。たしかに、こんな話家族にはできないし、真由子にも言えない。かといって、露峰さんにしていい話だとも思わないんだよね。うーん……困ったな）

　どう返事をするのが正解なのか分からず、ありさは黙り込んでしまう。

「ごめん、そんなに深刻に受け取らなくてもいいよ。この後、軽く飲まない？　っていう提案くらいに思ってくれると嬉しいな。会社の飲み会でも内海さんとは話したことなかったから、この機会にどうかなって」

　露峰が助け船を出すようにそう付け足す。

（露峰さんと飲みに行くなんて、恐れ多すぎる……！　私、あんまりお酒強くないし……でも、せっかく誘ってもらったのに遠慮するのはもったいない気もする。仕事も大体片づいたし。ああもう、どうしたらいいの！）

　頭の中は混乱していたが、ありさの口からは「じゃあ、お言葉に甘えて……」という言葉が飛び出していた。

「よし、決まりな。近くに最近できた居酒屋があるんだよ。行ってみよう」

「あ、はい……！」

　ありさは慌てて仕事を切り上げ、オフィスを出る支度を始めた。






　それから、数時間後……。

「――さん、内海さん」

「はっ……！」

　露峰の声で目を覚ましたありさは、椅子が揺れて音が出るくらい勢いよく顔を上げた。

（え、なに？　ここは……露峰さんが連れてきてくれたおしゃれな居酒屋だ。でも、なんで私居酒屋で眠ってたの？　飲みすぎた？　いま何時？）

　疑問がいくつも降ってくる。

「アルコール、弱かったんだな。止められなくてごめん」

　露峰は細くて整った眉を下げ、申し訳なさそうに湯呑に入ったあたたかいお茶を差し出してくれた。

「すみません、ありがとうございます……」

　よく分からないままお茶を受け取り、唇の先で熱さを確認する。飲めないほど熱いというわけではなさそうだ。一口飲んでみると、緑茶が身体中に染み渡った。

　混乱していた頭が、ほんの少しだけ冷静になる。

（ここに来て、一杯目のお酒を飲んだところまでは覚えているんだけど、その先が思い出せない……。私、自分がかなりアルコールに弱い人間だって分かっていたのに、なんで寝るまで飲んじゃったんだろう……！）

　いつもは会社の飲み会でも最初の一杯でやめていたのだが、今日は露峰と二人きりということで妙に緊張してしまい、それを紛らわすために何杯も飲んでしまっていたようだ。

（とにかく、迷惑をかけたのは間違いない、よね）

　謝らなければいけないのは自分のほうだと気づいたありさは、頭を下げる。

「本当にすみません！　ご迷惑をかけてしまって……どうお詫びしたらいいか……」

「いや、そんなに謝らなくてもいいよ。気持ちわるくはない？」

「はい、大丈夫です」

　いまのところは、と付け足すのはやめておく。これは二日酔いするパターンだろうけれど、これ以上心配をかけさせたくない。

「良かった。いまタクシーを呼ぶから、少し待ってて」

「え、でも……」

　ありさは鞄に入っていたスマートフォンの画面を見て続ける。

「まだ終電前ですし、電車で帰ります」

「それで本当に大丈夫？」

「大丈夫です。駅から家までもすぐなので」

　会社から住宅補助が出ているおかげで、ありさは駅から近くセキュリティもしっかりしているマンションに住むことができている。歩道も街灯がついていて明るいため、夜遅くてもそこまで不安にならないですむ。

「それならいいんだけど。……あ、そうだ。ちゃんと家に帰れたら、俺に連絡してくれるかな」

「連絡、ですか」

　どうやら、かなり心配されているようだ。

「そういえば、君の連絡先知らなかったよな。これからもなにかあるかもしれないし、交換しようか」

「は……はい」

　あの露峰と連絡先を交換することになるとは思わなかったありさは、あっけに取られつつうなずく。

（でも、なにかあるかもって、いったいなにがあるんだろう）

　不思議に思いながらも、それを口に出すことはしなかった。なんとなく、藪蛇になりそうな気がしたからだ。

「さて、もう出ようか」

「お会計なら、私も……」

「ん？　会計はもう済ませてあるよ」

「へ……？」

「君が眠っている間にね」

　露峰はクスッと笑って、椅子から立ち上がる。

（私が寝ている間に会計を済ませていたなんて……なんだろう、この慣れている感じ……）

　歳で考えると四歳しか違わないのだが、ありさは一周も二周も自分が遅れを取っているような気がした。

　それから露峰とは駅で別れ、ありさは終電に乗り込んだ。

　金曜の夜の終電なのだが車両は意外と空いていて、ありさと同じく酒に酔っている人や、眠りこけている人、ゲームをやっている人など、みんな思い思いの時間を過ごしている。

　ありさはスマートフォンを手に取り、露峰の連絡先を見ながら眠ってしまう前の記憶を手繰り寄せていた。

（たしか……最初はカシスオレンジを頼んだんだよね。それで、なんで元気がなくなったのかっていう説明をしたんだ）

　初めてできた彼氏に振られて落ち込んでいた、と話したことを思い出す。

　それだけならなんの問題もないだろう。このくらいはもともと打ち明けるつもりだった。

（でも、なんか引っかかるんだよなぁ……）

　これで全部ではない気がする。

　しかし、他になにかおかしなことを言ったとして、どんな話をしたのか。

　少し痛む頭を押さえながらなんとか思い出そうとしたものの、脳が拒否しているのか記憶が蘇らない。

（露峰さんに直接聞くしか、ないかな……）

　はぁ、と息を吐きながら、ありさは画面から車窓に視線を移す。星はほとんど見えないが、キラキラと光る街並みが目に入った。






　家に帰ったありさは、何をするより先に露峰に連絡を入れた。

「無事帰宅しました。ご心配おかけしてしまって、すみません」

　なんとなくそっけない感じの文面になってしまったが、絵文字やスタンプを送るのも気が引けて、このまま送信する。

　すると、すぐに返事があった。

「それなら良かった。水分補給、忘れずにな」

「はい、ありがとうございます」

　と送ってから、電車の中で考えていたことを思い出す。あの場にはありさと露峰しかいなかったのだから、なんの話をしたのか知るには露峰に聞くしかない。

「あの……居酒屋にいたとき、私変なことを口走ったりしていませんでしたか？」

　ドキドキとうるさい胸を片手で押さえて、なんとか送信すると、「なるほど、忘れてたのか。聞かなかったことにしておくから、気にしないで」という微妙なメッセージが。

（聞かなかったことにしておくって、どういうこと!?　私どれだけ変なこと言っちゃったの!?）

　これまでそれなりに真面目に生きてきたありさにとって、記憶を失うほど飲んだのは今回が初めてだった。こういうとき、どうしたらいいのか判断がつかない。

（きっと、とんでもなく失礼なことを言ってしまったんだ。とりあえず、後でちゃんとお詫びをしないと……）

　お詫びの品はなにがいいだろうか、と悩んでいたら、露峰からまたメッセージが届いた。

「本当に気にしなくて大丈夫だからね。いまは自分の体調に気をつけて。おやすみ」

　なかなか返事が返ってこないから、ありさが困惑していることを察したらしい。

（めちゃくちゃ気を遣われている気がする……）

　余計申し訳ないと思いながらも、ありさは「おやすみなさい」と短い返事を送った。

　翌日の土曜日は二日酔いで完全に潰れてしまったものの、翌々日の日曜日にはなんとか外出できる程度に回復した。月曜日に露峰に渡すためのお詫びの品として、ありさは老舗のカステラを購入する。

（キャラメル食べてたし、甘いものが苦手ってことはないと思うけど……カステラ苦手だったら、また別のものを渡せばいいよね）

　先に好きなお菓子や苦手なものを聞いておけば良かったとやや後悔しながらも、ありさはお詫びの言葉を考えていた。

　そして、あっという間に月曜日がやってくる。休みの日というのはなぜこんなにも早く過ぎていくのだろうか。

「おはようございます」

「おはよー」

　上司や先輩後輩、そして同期の面々に挨拶をし、ありさは自分のデスクにつく。

「内海さん、顔色良くなったね」

　一時はどうなることかと思ったよ、と隣のデスクの鶴つる見みが声をかけてきた。彼女はありさの三つ上の先輩で、新入社員のときにいろいろとお世話になった相手だ。

「はい、おかげさまで……。先週はご迷惑をおかけしてしまって、すみません」

「いやいや、ちゃんと納期には間に合ってるし、全然迷惑なんてかかってないよ。今週もがんばろー」

　鶴見はそう言って、仕事を始めた。それを見て、ありさもＰＣに向かう。

（……いつ、露峰さんにこれを渡そうかな）

　カステラを持参してきたものの、なかなか企画営業部がある島に行く勇気が持てない。そもそもデザイン部の人間が他の部署に行くこと自体ほとんどないのだ（他の部署の人間がデザイン部まで来ることは多々あるのだが）。

　また、露峰は仕事中以外（時には仕事をしていても）人に囲まれるような人気者なので、行けたとしても話しかけるタイミングを掴める気がしない。ありさはテーマパークでグリーティングをしているキャラクターにも声をかけられず、写真を撮ってもらえないタイプだった。

（あ、そうだ。先に連絡を入れておけば……）

　そう思ってスマートフォンを鞄から出すと、露峰から新着メッセージが来ていた。二分前に届いていたようだ。

「もしかして、俺になにか話したいことがあったりする？　それなら、後で一緒にランチでも行かない？」

　ありさからの視線に気づいていたのだろうか。彼の周りを見る目に驚きながらも、ありさは「はい。ぜひ、ご一緒させてください」と書いて送信した。

（先週の金曜に引き続き、ランチまで一緒に食べることになるとは思わなかったな……。今度は、失態をおかさないようにしないと）






　午前中にあった打ち合わせが終わってから、露峰と約束していた場所に急ぐ。ありさが勤務している会社は、とある高層オフィスビルに入っており、そのビルの最上階には接待に使えそうなレストランが並んでいる。露峰が指定したのは最上階にある和食レストランだった。

「すみません、お待たせしてしまいましたか？」

「いや、俺もいま来たところだよ」

　デートの待ち合わせでよくやるやり取りをしてから、二人はレストランに入る。案内されたのは、数少ない個室だった。

「ここ、個室なんてあったんですね」

「完全ではないから半個室だけどね。空いていたから、ちょうどいいと思ってお願いしておいたんだよ」

　露峰は席につくなりメニューも見ずに「俺は天ぷら定食にするけど、君はどうする？」と聞いてくる。

（常連さんなのかな……。私は一度デザイン部のランチ会で来ただけだから、よく分からないけど……）

　ありさはメニューをちらっと見るがほとんど考えずに口を開いた。

「私も天ぷら定食にします」

「じゃあ、天ぷら定食二つお願いします」

「かしこまりました」

　注文を聞いた店員は、そっと個室から出て行った。

「さて、と……これで心置きなく話せる？」

「お気遣いありがとうございます。先週は本当に、すみませんでした……！」

　ありさは立ち上がり、カステラが入っている紙袋を彼の前に差し出した。

「気にしないでいいって言ったのに。でもありがとう」

　露峰は少し困ったように眉を下げたが、紙袋を受け取ってくれる。

「これってもしかして……あ、やっぱり。カステラだよな？」

「はい。カステラ、お好きですか……？」

「好きだよ。というか俺、甘いもの全般好きだからさ。ありがとう。……あ、でも」

「でも……？」

「俺一人で食べきるには、少し多いかもしれないな」

「あっ……」

　カステラは賞味期限があまり長くない。ありさが買ったのは一本だけなのだが、一週間かけて一人で食べるのは大変かもしれない。

（し、失敗した……！）

　お詫びの品まで失敗するなんて、もうこれ以上なにもしないほうがいいのではないかと思ってしまう。しかし、再び露峰が助け船を出してくれる。

「だから、チームのみんなに分けてもいいかな？　甘味はみんな喜ぶし」

「は、はい、ぜひ！」

「よかった。大事に食べるよ」

　嬉しそうにふわりと微笑む彼に、ありさは思わず見とれてしまう。これまで憧れとして遠くから見ていた相手が、こんなに近くで、しかも自分と会話をしている。まるで、よくできた夢のようだ。

　彼を見てぼうっとしていたら、いつの間にか店員がやってきていた。揚げたての天ぷら定食が、ありさの目の前に置かれる。

「ごゆっくりお過ごしください」

　店員が出て行ったことで、これからしばらくは誰もここにやってこない。二人きりの時間が流れることになる。

（メッセージでは教えてくれなかったけど……聞くなら、いましかない気がする）

「いただきます」

「あ……いただきます」

　熱々の天ぷらに舌鼓を打ちながらも、ありさはこのままうやむやにしてしまっていいことではないのではないかと考えていた。

「……あの」

「ん？　どうした？」

「酔った私がなにを口走ったのか、教えてもらえませんか……？」

　おずおずと聞いてみると、露峰は少し表情を曇らせた。

「……本当に、知りたいのかな。なかったことにしてしまっても、いいんだよ？」

　知らないほうがいいと、露峰は思っているらしい。彼の判断はきっと正しいのだろう。

（でも、自分が言ったことも分からないままなんて……やっぱり、無理だよ）

「はい。知りたいです。言葉にするのも憚られるようなことを、私は言ったんですか……？」

　露峰は気まずそうな表情で「うーん……まあ、そうかもしれない」と言った。「それでも聞きたいなら、言ってもいいよ」

「お願いします」

　ありさは即答した。ここまで来たらもう引き返せない。

「そっか。分かった」

　露峰は箸を置いて、話し出した。

「君は、元カレとのセックスが怖くて受け入れられなかった。そしてそれが原因で面倒くさくて色気がない処女だと言われフラれたことに納得がいっていない、という話をしていたよ」

「う、嘘……」

　思ったより赤裸々に話してしまっていたことが分かり、ありさの頭がくらくらしはじめる。

「悪いんだけど、この話にはまだ続きがあって……」

「え、ま、まだなにか言ったんですか!?」

「むしろこの後のほうが本題かもしれない」

　はは、と苦笑しながらも露峰は続ける。

「元カレを見返すために色気のある女になりたいって言っていたよ。俺みたいな人間にリードしてもらえたら、色気が出るかもって……」

「なっ……なんてことを……！」

（たしかに、一瞬考えたことではあったし、思ってもみなかった言葉ではないんだけど、酔った勢いでそこまで話してしまうなんて……）

　自分のことを信用できないと思った瞬間だった。

「本当に、本当にすみませんでした……！」

「ああ、いや、そんなに謝らなくていいよ。おもしろい子だなと思っただけだから。それに、俺は、リードしてあげてもいいよって答えたんだよ」

「はい……？」

　予想外すぎる言葉に、ありさはただポカンとしながら彼のことを見る。

「その答えを聞いて、君はやったーと言いながら眠りはじめてしまったんだけど」

　はは、と笑う露峰だが、ありさにはなんて返したらいいか分からなかった。

（私が笑っていい話でもないし……どうしたらいいんだろう）

　露峰がなかったことにしていいよと言った理由がよく分かった。

　そして、ありさが記憶をなくしていることに気づく前、連絡先交換のときに彼が言っていた「これからなにがあるか分からないから」という言葉の意味も。

（露峰さんは、けっこう本気だったのかも……？　いや、あれもただのジョークかな）

　なんて考えながらも一言も発せないありさの様子を見て、露峰は言葉を続けた。

「君さえ良ければ、本当にするよ？」

「え……？」

「俺のこと、元カレを見返すために利用してくれて構わないから。いろいろと教えてあげるし、練習だと思えばいいんじゃないかな」

「練習、ですか……」

　練習なら、いいような気がしてきてしまう。

（せっかく、あの露峰さんがいろいろと教えてくれるって言ってるんだし……お願いしたほうが、いいのかな？）

　しかし、彼はいったいなにを教えるつもりなのだろうか。

　大人の女性としての振る舞い方？　色気のある表情？　それとも色っぽい服の選び方？

（まさかセックス……いやいや、それはないよね。多分）

　その可能性もなくはない気がするが、露峰はありさが処女だというのを知っている。だから、そんな簡単にセックスをしようとするはずがないと自分を納得させた。

　ありさは人にものを聞くのが苦手な人間だ。自分の中で勝手に結論付けて仕事を進めてしまうこともあり、新卒の頃は何度も鶴見に注意されたものだった。そのため、仕事中なら疑問に思ったことをいちいち確認することができるようになったのだが……残念なことに、仕事以外ではいまだにそのクセが抜けていない。

「じゃあ……お願い、してもいいですか？」

「もちろん」

　ありさは詳細を聞かないまま、露峰の提案を飲んでしまったのだ。

















第二章












　露峰とありさは、さっそく、翌々日のノー残業デーの日に会う約束をした。

　会社から少し離れたカフェで待ち合わせをして、タクシーで目的地に向かう。

「あの、どこに行くんですか？」

「どこにって、そんなの決まってるだろ？」

（え、そうなの？　分かっているものなの？）

　露峰となんの練習をするのかもよく分かっていないありさだが、デートをするような感じかもしれないと考えていたので、一応いま持っている中で一番おしゃれなスカートを履いて、首にはネックレスをかけ、そして高いヒールの靴を履いてきている。メイクもいつもよりしっかりしているし、髪も巻いてきた。

　今回のコーディネートについて、もっとこうしたほうがいいとかああしたほうがいいとかそういうことを言われるんじゃないかとは思っていたのだが……。

「今日の内海さん、すごくかわいいよ」

「そう、ですか？　なにか改善したほうがいいところとかありませんか？」

「いや、特にないと思うけど……似合っているから心配しなくていいよ」

　なぜか露峰はありさのことを褒めるだけだった。

（これってもしかして、褒めまくって伸ばすみたいな、そういうやつなのかな？　ああもう、露峰さんがなにをしようとしているのか、あのとき聞いておけば良かった）

　後悔先に立たずとはまさにこのことだ。

　それからタクシーは十分ほど走り、とあるホテルの前で止まった。

（まさか……いきなりここのレストランでディナーなの!?）

　このホテルのレストランは一流シェフによるフレンチディナーが評判だが、庶民であるありさにとっては異世界のようなところと言っても過言ではない。

　そもそも、滅多にフレンチレストランになんて行かないので、ありさは軽く冷や汗をかいていた。

「ここ、来たことある？」

「ない、です」

「そっか。まあ、いいところだから安心して」

　煌びやかなホテルの入り口で呆然としているありさの様子を見て、露峰はクスッと笑いタクシーを降りる。

「さあ、お手をどうぞ」

　自然に差し出される彼の手に、ありさはおずおずと自分のそれを重ねた。

（こんな素敵なところでディナーなんて……もっといい服を買っておけば良かったかな）

　胸を躍らせながらも、場違いにならないか、ありさは不安に駆られた。






「……あれ？」

　予想に反し、ありさが連れてこられたのはホテルの一室だった。高層階にある、窓が大きくて夜景が綺麗に見える部屋だ。キングサイズのベッドに、白くて長いソファ。大きなテレビ。テーブルにウェルカムドリンクのシャンパンとワイングラスが二つ置いてある。

（いままで泊まったことがないくらい豪華で素敵な部屋だけど……レストランではないよね。え、どうなってるの？）

　予想外の展開に、ありさは目を見開いた。

「シャワー、どうしようか。俺が先のほうがいいよね」

　そう露峰に言われて、これから何をするのかやっと理解が追いつく。

「あの、もしかして、ここで……」

「ん？　セックスの練習、するんだろ？」

　不思議そうな顔で、露峰はありさのことを見る。

（あ……なる、ほど。そういうこと……）

　可能性としてはあるだろうと思いながらも、露峰に限ってそれはないんじゃないかと勝手に判断していたことが現実に起こってしまった。

「……怖くなった？」

　ありさの様子がおかしいことに気づいた露峰が、顔を覗き込んでくる。

「えっと……なんていうか、それ以前の話、というか……」

「……俺、早とちりしてたのかな？」

　察しのいい露峰は小さい声でつぶやく。

「あの夜俺にリードされたいって言っていたのは、こういう意味じゃなかったのか……」

「記憶がないので、実際どういうつもりで私が言ったのかは分からないのですが……でも、露峰さんがそう捉えていたってことは、私もそのつもりで言っていたのかも……」

「その可能性もあるかもしれないけど、無理してやろうとしなくていいからね」

　一昨日のランチ以上に気まずい空気が流れる。

「全然、無理とかじゃなくて……ええと……露峰さんの恋人に、申し訳ないです」

（ディナーなら浮気じゃないのかというと、それは人それぞれかなって思うんだけど……さすがにホテルでこういうことするのは、気持ちが伴っていなくても浮気だよね？）

　そう思って言ったのだが、当の露峰はキョトンとしていた。

「恋人？　俺に恋人なんていないけど」

「い、いないんですか!?」

「いないな」

　そうハッキリと言いきる露峰に、嘘をついている様子はない。

「てっきり、最愛の人がいるのかと……」

「なんでそう思ったの？」

「露峰さんって誰にアプローチをされてもなびかない人で有名ですよね。だからそうなのかなと」

「あー、そういう噂があるのか」

　なるほどね、と露峰は小さくため息をつく。

「仕事関係の人の告白とか、そういう申し出をこれまでずっと断ってきたのは、社内の人間関係を壊したくなかったから。恋人がいるからじゃないよ。あと、一応言っておくけど、俺は特定の相手がいたことはない。昔も……いまもね」

「特定の相手、というのは……」

　言い回しに引っかかりを覚えたので聞いてみると、「やっぱり、そこ気になる？」と露峰は苦笑する。

「特定の人間を本気で好きになったことがなくて。でも、人に優しくするのは好きなんだよな」

「恋人を作らずにいろんな人と……ってことですか？」

「まあそんなところ。だからもっと気楽に考えてくれていいよ」

（意外……露峰さんって、そういう人だったんだ）

　ありさが持っていた、恋人を一途に愛する露峰のイメージは崩れたものの、幻滅したというわけではなかった。むしろ、白馬に乗った完璧な王子様ではなくなったことで、安堵すら覚えていた。

（おとぎ話の世界から、現実に引き戻されたような気分だな）

　露峰のような男性でも、女遊びをしているのだ。しかも、社内の人間にはいくら美人でも手を出さない理性を持っている。

「じゃあ、なんで私のときはオッケーしてくれたんですか？」

「おもしろい誘い文句だったから思わず、ね。俺を利用したいって面と向かって言ってきた人は初めてだったから」

「う……すみません」

　酔った勢いとはいえ、ひどすぎる誘い方だ。相手が露峰じゃなかったらどうなっていたことか。

「それと、君なら俺との関係をペラペラ周りに話さないだろうと思って。けっこう、口はかたいほうだろ？」

「そう、ですね」

　そもそも、ありさにはそんな個人的な話をする相手が社内にいない。露峰はそれも計算のうちに入れていそうだった。

「で、どうしようか。俺は中止してもいいよ。その場合は、ちゃんと家まで送っていくから」

　紳士的な彼の言葉を受けて、中止してしまおうかという気持ちがありさの中でむくむくと湧いてくる。

　しかし、この間真由子から来たメッセージが、それを口にするのを踏みとどめることになった。

「チャンスだと思ったら、思いきって飛び込んでみるといいんじゃないかな！」

　元気でかわいいスタンプと一緒に送られてきたあのメッセージを思い出す。

（いまって、そのチャンス……だよね。ここまで来たのに、やっぱりやめるなんて、もったいないよね）

　むしろ、あの露峰が初めての相手なんて、すごく幸運な気さえしてきていた。

　そして、ここで逃げたら自分はこれからも色気のない女のままなんじゃないかという不安が、ありさを襲う。

（思いきって、飛び込もう）

　意を決して、震える唇を開いた。

「いえ……お願いします」

「……本当に、いいの？」

「はい」

　と言いつつも身体はがちがちに固まっている。緊張をほぐそうとシャンパンの瓶を手に取るが、露峰に制止された。

「おっと……君、お酒弱いだろ？　シャンパンは強すぎるから、おすすめできないな」

「そ……そうですよね」

「俺はシャワー浴びてくるけど、飲んだら駄目だよ」

「はい……」

　震える声で返事をして、シャワーを浴びに行く露峰の背中を見送った。






　露峰の後に軽くシャワーを浴びたありさは、置いてあったバスローブを着てバスルームを出た。

　シャワーのせいか、緊張のせいか、身体がいつもより熱い。もしかしたら、顔が赤くなっているかもしれない。

「お、お待たせしました……」

　部屋には、ベッドに座ってシャンパンを飲んでいる露峰がいた。

「やっと来たね。あと三分遅かったら迎えにいってたところだよ」

　ワイングラスをテーブルに置き、こちらに歩いてくる露峰。当然、彼もバスローブ姿だ。

「すみません、いろいろと考えてしまって……」

「やっぱりやめたい、とか？」

「いえ！　そういうわけではないです！」

　ここまで来たらもう乗り掛かった舟だ。最後までやってやるという気持ちでいたのだが、その決意をするまでに時間がかかってバスルームを出るのが遅くなってしまったのだ。

「そっか。じゃあ……」

「あ、あの……」

「なに？」

「部屋、暗くしてもらってもいいですか……？」

「ああ……そうだよな。恥ずかしいよな」

　気が利かなくてごめん、と言って露峰はカーテンを閉めて部屋の電気を消した。ベッドサイドにあるランプはついたままなので、真っ暗というわけではない。

「これでいい？」

「はい……だ……大丈夫です」

「そんなに緊張しないで。気持ちいいことをするだけだからさ」

　あきらかに震えているありさの声を聞いて、露峰はふっと笑う。

（露峰さんはいつも通り。余裕そうな感じだな……百戦錬磨の経験者は違うというか）

　ありさも一応元カレと挿入一歩手前までしているので、まったくの初めてというわけでもないのだが……。

　あのときは強引に押し倒されて、よく分からないまま愛撫されただけだったので、自分からなにをしたらいいのか理解できていない。

「私は、どうしたらいいんですか？」

「初めてだし、君からはなにもしなくていいよ。俺が気持ちよくするから。……あ、嫌だったら、そう言ってくれればすぐにやめるよ。我慢はしたらダメ」

「分かりました……」

　これは露峰に完全に任せる形になる、ということだろう。ベッドに寝転がったほうがいいのかと思っていたのだが、ありさは棒立ちで彼の行為を待つことにした。

「……唇にキスは、してもいい？」

　セックスをするのだからキスなんて当たり前だろうとありさは思っていたのだが、露峰はわざわざそう聞いてくる。

「？　はい、大丈夫です」

「ごめん、変なこと聞くと思ったよな。キスはＮＧって人も中にはいるから」

　もう聞かないよと付け足して、露峰はありさを抱き寄せた。左手は腰に添えて右手は顎をそっと掴み、唇を重ねる。ありさは慌てて目を閉じた。

「んっ……」

　触れるだけのかわいらしいキスを、何度か繰り返す。ありさはされるがままだ。

（私、露峰さんとキスしてるんだ……）

　こんなことになるなんて、一週間前の自分に言ったら笑われるだろう。いや、俊介にフラれたからっておかしなことを言うんじゃない、と怒られるかもしれない。

「あ……」

　だんだんと、キスが深くなっていく。舌の先が、少しだけ当たる。彼が先ほどまで飲んでいたシャンパンの味がするキス。彼の口にほんの少し残っていたシャンパンとその香りだけでも、ありさを軽く酔わせるには十分だった。

　それとも、露峰のキスそのものに酔ってしまっているのだろうか。

「露峰、さん……」

　ありさの思考がふわふわしはじめる。

「もう少し」

「っ……！」

　ついに、彼の舌が入ってきた。熱いそれは、ありさのことを追いかけ、絡めとる。何度も、何度も……。

「ん……ふっ……」

　こんなに長いキスはしたことがなかった。息ができないほど濃厚で、絶対に逃がしはしないという意志すら感じる。

　ありさは、じんわりと身体の奥が熱くなってきているのに気がついた。

（私、キスだけで……感じてる……？）

　こんなこと、いままで一度もなかった。

「んんっ……」

　長いキスが終わり、露峰の唇が離れた瞬間、ありさの身体から力が抜けた。脱力してへたりこんだ彼女を、露峰が抱き上げる。

「これで、もう緊張は解けたかな」

「と、解けました、けど……！」

（お姫様抱っこをされるなんて……！）

「大丈夫、俺を信じて」

　露峰は楽しそうに口角を上げ、そのままありさをベッドへと連れていく。そして、ベッドの上に優しく寝かせた。

（こんなお姫様みたいな扱いをされるとは……）

　プリンセス願望なんていうものからはとうの昔に卒業したはずなのだが、いざ、そういう扱いをされるとなんだか嬉しくなってしまう。

（露峰さんって、すごいや……）

「ほら、なにぼーっとしてるのかな。まだまだ、これからだよ」

　露峰は、ありさを組み敷いて、再び唇にキスを落とす。

「……んっ」

　ありさがキスに夢中になっている間にバスローブの紐をほどき、肌をあらわにした。

「んぁっ、ちょっと……」

　胸をさらされ、思わず唇を離して制止する。

「もしかして寒い？」

「いえ、そういうわけじゃ……」

「なら、このまま続けるよ」

「あ、あの……」

「ん？」

「私、乳首が敏感だから……その……優しく、してください」

　ありさは、俊介としたとき、嫌だと言っても執拗に責められたことを思い出していた。感じやすいからといって何度もいじられると、痛くなることもある。そして、ありさは痛みを快楽に変える手段を持ち合わせてはいない。

「了解。優しくするよ」

　露峰の少し冷えた手が、ありさの胸に触れる。ぴくっと、身体が少しだけ反応した。

「ごめん、冷たかったよな」

　そう言いながら、露峰は右にあるふくらみをやわやわと揉みしだく。突起には触れずに、周りを愛撫する。

「こっちも……」

　左のふくらみも同じようにされ、ありさはなんだか不思議な気持ちになってきた。ピンと立っている突起にも触れてほしい。そんな考えが頭をよぎる。

（でも、いま触れられたら感じすぎてしまうかも……）

　どうしたらいいか迷っていたら、不意に露峰の指の腹が突起に触れた。

「あぁっ」

「本当に、感じやすいんだな」

　彼はそう言って、指の腹だけで突起をこする。

「あ、駄目っ……あんっ」

　右も左も刺激されて、ありさは嬌声をあげた。あのときのような痛みではなく、純粋な快楽が彼女を襲う。

「駄目って、やめてほしいってこと？」

「そういうわけ、では……」

「じゃあ、続けるよ」

　露峰は、ちゅっとわざと音を立ててありさの唇にキスをした後、今度は首筋にも口づけはじめた。

「な、なにを……」

「痕はつけないから」

　そう言って、首筋に吸いつく露峰。それを受けて、ありさはまた「あっ」と声をあげてしまう。首筋が性感帯だったなんて、いままで知らなかった。

（露峰さんに触れられる場所、全部気持ちいい気がする……）

　感じているありさを見て露峰は嬉しそうに微笑み、左手をお腹のほうに持っていく。

（次は、なにをするんだろう）

　彼の優しい愛撫のおかげで、ありさの中の不安はほとんどなくなり、その代わりに、期待が心を占領しはじめていた。

「胸だけじゃなくて、お腹も……太ももも、柔らかいな」

「もう少し、痩せたほうがいいですか？」

「まさか。そんなことないよ。内海さんはそのままでいいと思う」

　真面目な顔でそう言うと、彼は太ももを撫で回しはじめる。

「むしろ、俺はもっと肉付きが良くてもいいくらいだよ。君の元カレの好みは知らないけどさ」

「あの人は……抱き心地のいい女性が好きだって言ってました」

　あの夜のことを思い出すと、胸がキュッという音を立てて少しだけ痛む。

（そういえば、貧相な身体だって言われたんだった）

　全体的にあまり良い思い出ではないので忘れたいくらいだったのだが、見返すには俊介の好みを把握しておかなければならないだろう。

「……なるほどな」

　露峰はあまり興味がなさそうに返事をして、太ももをゆっくりと撫でる。これからどれだけいやらしいことをするのか物語っているような、そんな手つきで。

「……ん……あっ」

　じわっと、脚の付け根のあたりが熱くなっているのを感じた。

（焦らされてる……）

　早く、もっといいところに触れてほしい。快楽を与えてほしい。

　考えたこともなかったようなことが、頭の中を駆け巡る。

（私って、いやらしい人間だったのかな）

　自慰もろくにしたことがなかったため、ありさは自分の中のそういった感情に鈍感だった。むしろ、そんな気持ちになってはいけないとすら思っていたほどだった。

　しかし、露峰は固く閉じたありさの心の扉を開けようとする。

「どうしてほしい？」

「え……？」

「そうやって、膝をこすり合わせているけど……これだけでいいのかなと思って」

　もちろん、これだけでいいはずがない。

（もっと欲しい。もっと、もっと……）

　貪欲に快楽を求めようとする自分の心に素直になりたい。

　しかし二十年以上固く閉じられていた扉は、なかなかうまく開かないものだ。

「えっと……」

「……まあ、いいや。レッスンは今日だけで終わるわけでもないし、ゆっくりやっていこう。君が触ってほしいと思っている場所に触れるよ。脚、開いて」

「え、ちょっ……！」

　反射的に閉じようとしてしまうが、露峰が少し力を込めることで簡単に開けられてしまう。

「んんっ……」

　ありさの下腹部が、ついにあらわになった。既に濡れてしまっているため、空気にさらされ少しひんやりとする。

「脚を開いただけで感じたのかな」

「そ、それは……」

「暗いからあまりよく見えないけど、濡れてるんだろうな」

「そんな、こと……」

「そんなことないって？　どうかな」

　ふふっ、と露峰は楽しそうに笑う。

（変だな。なんか、いつもの露峰さんと違う気がする。ちょっと意地悪になってきているような……）

　ありさに触れる手は優しく、彼女を安心させるように口づけてくれるのだが……露峰の口から出る言葉は、少し意地悪だ。

（でも、嫌じゃない……かも）

　そんなことを思ってしまう自分に恥ずかしさを覚えたが、セックスなんていうものは最初から最後まで恥ずかしいものなのだと言い聞かせる。露峰には、そういう感情がなさそうに見えるが……、そこはとりあえず無視しておくに限る。

「……あ、やっぱり。もう十分すぎるくらい濡れてるよ」

　そう言って、露峰はありさの秘部に触れる。

「んっ……！　そ、そんなに？」

「自分でも分からない？　ほら……」

　露峰が指を動かしたことで、ぐちょ、とあきらかに濡れている音がした。そしてそのとき、既に膨らんでいた突起に指が当たってしまう。

「ああっ……！　待って、そんな……！」

　一瞬ビリリと電流のような快感が身体を走る。ありさは内ももに力を入れてしまい、露峰の手を挟む形になった。

「すみません、思わず……！」

「大丈夫だから謝らないで。……あ、また愛液が出てきた。君もここが好きなんだな」

　君も、ということは他の女性もこの突起を触られるのが好きなんだろう。同じように触れられた人がいると思うと、少しだけやきもちを焼いてしまう。

（こんな分不相応な嫉妬をしてしまうなんて……私、駄目だな……）

　ため息をつきそうになるが、あらぬ誤解を生みそうだと思い慌てて飲み込む。

「このまま中をほぐすけど、痛いとか嫌だなって思う場所があったらすぐに言って」

「は……はい」

「初めてだと、中よりもこっちが気持ちいいんだろうな……」

「んんっ……あっ……ふ、ん……」

　露峰は親指の腹で突起を刺激しながら、入り口に細くて長い指を埋めていく。しばらくは気持ちいいところを探るように、指を動かしていたのだが……。

「んぁっ……！」

　中に入っていた指が、なにか不思議な感覚のする場所を刺激してきた。ありさの身体が反応して、びくんと跳ねる。

「痛い？」

「痛くは、ない、です……」

　外の突起の刺激とはまた違う、感じたことのない感覚だ。いまのありさは、それをうまく言い表す言葉を持っていない。

「気持ちわるいとかは？」

「それも、ないです」

「じゃあもう少し……」

「っ……」

　とめどなくあふれる愛液が彼の指にまとわりつき、そのまま愛撫に使われる。ぬるぬるとした突起を刺激される度、頭がチカチカするほどの強い快感に襲われる。突起に触れられると気持ちが良くなる。とても分かりやすい状況だ。

　それと比べると、ありさにとって中の感覚は未知のものだった。そのため、彼女はちょっとした恐怖を覚えてしまっていた。

　中よりも外を愛撫してもらったほうがいいのに、とまで思っている彼女の心情の変化を、露峰は見逃さない。

「ちょっと、身体が硬くなっている気がするな。痛くしないから、怖がらないで」

　低くて落ち着くトーンで、そうありさに話しかけてくる。

「難しかったら、今日はこれで終わりにしても……」

　露峰は俊介と比べると驚くほどすぐに引こうとする。いつでもやめられるから、心配しないでと言われているようだ。

（たしかに中は少し怖いけど……でも、ここで終わりたくない。もっと先にある快楽を、感じたい……）

　ありさはそう思っていた。

「露峰さん、手……」

「手が、どうかした？」

「手……つないでもらっても、いいですか？」

「ああ、そういうことか。構わないよ」

　露峰は使っていなかった手で、ありさの手を握った。

　一回り大きな手に包まれて、少し緊張がほぐれる。

「……どう？　大丈夫そう？」

「はい」

「分かった。もう少し続けよう」

　そう言って、露峰は愛撫を再開する。

「んっんっ……ふぅ、んぁ……」

　快感に身もだえながら、ありさは自分ばかり気持ちよくなっていることにようやく気がついた。今日はありさのことを気持ちよくさせる日だと露峰が言っていたから当たり前ではあるのだが、こんなふうにもてなされるだけで本当にいいのか不安になってくる。

（露峰さんは、したくならないのかな……）

　彼の下腹部を見ようとしても、部屋が暗くて確認できない。

「っと、もしかして、なにか他のこと考えてる？」

「んん……！」

　強めに突起を押され、一段と大きな声が漏れる。それがきっかけになり、何かがこみ上げてきそうな予感がした。

「なんだろう、私……」

「どうかした？」

「変な、感じなんです……すごく気持ちいいものが、そろそろ来そうな気がして……」

「なるほど。分かった」

　露峰はそうつぶやくと、さっきと同じくらい強めに、でも優しく突起をしごきはじめる。

「はぁ、んぁっ……あ、駄目……！」

「ごめん、これは駄目じゃないよ」

「で、でも私……変なんです……！　これ以上気持ちよくなったら、おかしくなっちゃいます……！」

　首を振ったありさを見て、露峰は彼女の耳元に唇を寄せた。

「おかしくなっていい。快感を受け入れて」

　彼に耳元でそう囁かれた瞬間、どくんと心臓が大きく跳ねる。

「っ……あ、あっ、ああっ……！」

　つま先はピンと伸ばされ、身体はビクビクと震える。

「いまのが、イクってやつだよ」

「ぁ……そう、だったんですね……」

（絶頂って、こんなに気持ちいいものなんだ……）

「途中から気づいてはいたけど、君って一度もイッたことがなかったんだな」

　驚いたよ、と言いながら露峰は中に入っていた指をゆっくり引き抜いた。

「んっ……」

「抜いただけで感じた？」

「ち、ちが……」

　彼の言う通りだったのだが、反射的に首を振って否定してしまう。

「嘘をついてもバレバレだよ。ま、いいけど……」

　露峰は、いったんありさから少し離れた。いよいよ本番が始まるのだ。

　しかし、俊介としようとしていたときのような嫌な感じはいっさいない。

（これなら、大丈夫な気がする……）

「君が望んでくれるなら、最後までするよ。……いや、したい」

　吐息混じりに囁かれ、下腹部がうずく。

　先ほどまでの余裕のあるものとは違う彼の表情に、胸が高鳴る。この先を求めていたのは自分だけではなかったのかもしれない。そう思うと、ありさは少し気が楽になった。

「私も……したいで、んんっ……」

　最後まで言いきる前に、唇をふさがれた。彼の舌が、ありさの口内を蹂躙する。

「ふっ……ん……」

「本当に最後までするよ。覚悟しておいて」

　露峰はそう言うと、再び荒々しいキスを始める。そして、その間にも自分のバスローブを脱ぎ、お互い一糸まとわぬ姿になった。

「十分濡れてるけど……痛かったら、言って。善処する」

「はい……」

　露峰はありさの脚の間に割って入り、熱く猛った自身をあてがった。

「ん……」

（本当に、露峰さんのものが入るんだ……）

　ドク、ドク、と心臓の音が身体に響く。彼にまで聞こえているのではないかと思うくらい、大きな音だった。

「っ……」

　露峰がここに来て初めて言葉にならない声をあげた。彼の興奮が伝わってきて、ありさの秘部からまた愛液が垂れる。

「先が入ったよ。すごいな……こんなに濡れて、俺を奥まで飲み込みたいって言っているみたいだ」

「そ、そんな……んっ……」

　受け入れたことのない太さのものがありさの秘部に分け入ってきたことで、ピリピリとした痛みが走った。

「ごめん、痛いかな？」

「ちょっとだけ……でも、怖くはない、です」

　俊介のときのような恐怖はいっさい感じない。露峰と、向き合ってしているからだろうか。こんな顔を露峰に見られるなんて恥ずかしくて仕方がないはずなのに、ありさは半ば開き直っていた。

（露峰さんには、いろんなところを見せてしまったから……）

　もういくら取り繕っても意味がない。そんな気がしたのだ。

　それならいっそのこと、自分の気持ちに素直になってしまえばいい。

「全部、ください」

「っ……君って人は……！」

「ああっ……！」

　ありさの言葉を受けて、露峰は一瞬理性を飛ばした。彼女の中心に向かって、腰を打ちつける。
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「君のご要望にお応えして、全部入れた、よ……！」

「はぁ、んっ……んぁ……」

　指とは比べ物にならないほど熱く、太くて固い彼自身がありさを貫いている。

「俺が入ってるの、分かるよな？」

「分かります。すごく固くて、ああんっ……！」

「初めて中に入れただけなのに、こんなに感じちゃうなんてね……。痛くはないの？」

「痛みもあります、けど……それ以上に……」

「気持ちいいんだ」

　ニヤリと笑って、露峰は軽く律動する。

　入り口がジンジンと痛むのはたしかだが、中は驚くほど気持ちが良かった。

「んっ、んぁっ……はぁ……」

「君の中、すごくいいよ。あたたかくて、ぬるぬるしてて……俺を放したくないって締めつけてくる」

　ゆるゆると腰を動かしながら、露峰はありさの耳元で言葉を紡ぐ。

「俺の、気に入ったのかな」

「そ、それは……ふぅ、ん……あっ……！」

「答えられない？　初めてだし、仕方ないか。気に入ったのなら、もっと奥を突いてあげる」

　露峰はありさの腰をしっかりと掴み、お互いの下腹部を完全に密着させた。そして、奥にあるありさにとって一番気持ちのいい場所をぐりぐりとこする。

「っ……！」

　あまりの気持ちよさに、ありさは身体をのけぞらせる。突起をいじられていたときとはまた違う、深いところにある快感だ。

（ずっとこんなことを繰り返されたら、私……おかしくなっちゃう……）

　そう思っているのに、彼にやめてほしいとは言えない。

　むしろ、もっとしてほしいとすら思ってしまっていた。

「君の愛液のおかげで滑りがいいな。それに、この音……聞こえる？」

　露峰はわざと音が出るように腰を動かした。結合部から出ている、ぐちゅぐちゅという淫らな水音が、ありさの耳を犯す。

「あっ……そんなっ……」

「これ、全部君の身体から出ているものだよ」

「やだ、恥ずかし……」

「恥ずかしくなんかない。感じることを恥じる必要はないよ。君は綺麗だ」

　露峰は優しく微笑んで、ありさの髪をそっとかき上げる。ありさは完全にとろけた顔で、彼を見上げていた。

「気持ちがいいなら、それを素直に受け入れて。ほらっ……！」

「あんっ」

　先ほどまで比較的緩やかだった律動が一気に激しくなった。露峰はありさの身体をむさぼるように、ガツガツと奥を突いてくる。

「あ、すご……いっ……んぁっ……！」

「はっ……ふ……ん」

　何度も何度もいいところをこすられ、ありさは未知の頂に登り詰めそうになっていた。

「あっ……露峰さん、なんか……」

「なに？」

「変、なんです……私……！」

「……もしかして、イキそうなのかな？」

「わ、分かんない……とにかく、変で……」

　そこまで行ってしまいたいけど、まだ行きたくない。得体の知れない感覚が襲ってくる。

「俺も……そろそろだ……んっ」

「ああっ、そこは……！」

　一番感じるところを、ピンポイントで突かれた。

「ここ、好きなんだろ？　君が気持ちいいと、俺も気持ちいいから……！」

「あぁんっ……っ！」

　余裕がなくなってきた露峰に、いいところを激しくこすられ、あまりの気持ちよさに涙が出てしまう。

（セックスがこんなに気持ちいいだなんて、聞いてない……！）

　相手が違うだけで、ここまで別物になるのか。

　なぜ自分は彼のことを受け入れられているのか考えようとしたが、快楽に飲まれて、思考回路はすぐに停止してしまった。

　少し前まで饒舌だった露峰も、ひたすらに律動を繰り返し荒い吐息を漏らすだけになる。お互いに絶頂が近いことは、なんとなく分かっていた。

「あっ、あっ……もう……！」

　最奥を突かれ、ありさは絶頂に達した。突起を責められていたときのものとは違い、じんわりと、深く沈んでいくような快感に身を任せる。

（これが、中でイクってこと、なのかな……）

　さすがに疲れたのか、身体に力が入らない――。

「んんっ……！」

「ごめん、もう少しだけ付き合って」

　露峰はまだ終わっていなかった。

　イッた様子のありさに合わせて律動は少しだけ止めていたのだが、またすぐに再開する。

「んぁっ……ああっ……」

　自制を手放した露峰が、ラストスパートをかける。

「はぁ、ん……出る……出すから……っ……！」

「あっ……」

（射精した、んだよね）

　露峰はありさの一番奥で、ゴム越しに精液を放ったのだった。






「うぅ……」

　情事が終わり、ありさは一人で風呂に入っていた。

（しているときはそこまでじゃなかったけど、終わった後だと恥ずかしさが尋常じゃない……）

　お湯を入れている間、露峰と今後のことを話した。

　どうやら、彼はこれからもありさに色気が出るレッスンをするつもりでいてくれるらしい。今日は入門編のようなもので、セックスへの恐怖感を拭って、快感を受け入れられるようにしたんだとか。

（たしかに、露峰さんのおかげで怖くはなくなったけど）

　俊介を見返すためには、もっと魅力的な女になっていかなければならないだろう。

　露峰とは、今日と同じように残業をしないで帰れる日にこうして会うことになった。

（週一でこういうことをするんだとしたら、なんか……まるでセフレみたいだな）

　おそらく真由子に話したら「どう考えてもセフレじゃん」と言われるだろう。しかし、ありさにとっては違った。彼はセフレというより、自分を導いてくれるメンターのようなイメージだ。

（私なんかが露峰さんとセフレだなんて、おこがましい……ような気がする）

　実際、セフレと性的なことを教えるメンターに違いがあるのかどうか定かではないが、ありさの中でだけでもそういうことにしておかないと自分を納得させられなかったのだ。

　ありさはのぼせる寸前で風呂から上がり、服を着て帰宅するための準備を始める。

「あれ、もしかしてもう帰る？」

「はい、まだ終電もありますし……」

（って、先週の金曜日も似たようなことを言ったな。……ほんの少し前までろくに話したこともなかった相手と、セックスをするようになるなんて、思わなかったよ。しかも、私はこれが初めての体験っていう……）

　実はいままでの出来事は全て夢でした、と言われてもありさはそこまで驚かないだろう。それだけ荒唐無稽なことが起きていると感じていた。

「ルームサービスを取ろうと思ってたんだけど……」

「あ、いえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます。でも着替えもないので、帰ります」

　服を着て、置いてあった鞄を手に取り財布を出す。

「あの、ホテル代なんですけど……」

「ん……？」

　ありさは言葉を濁しつつホテル代を出すというジェスチャーをしているつもりなのだが、露峰は不思議そうな顔で彼女の顔と財布を交互に見る。

「えーっと……どういうこと？」

「……私が半分出します」

　露峰が珍しく察してくれなかったので、ありさははっきりと言った。

「半分……？　ホテル代を？」

「そうです。だって、私もここを利用しましたから」

「いやいや、勝手に予約したのは俺だし、君が払う必要はないよ」

「でも……！」

「いいから、気にしないで。このくらい当然だと思って」

「そ、それはさすがに。私にそんな価値は……」

「ストップ」

　露峰は、突然真面目な表情になり、ありさの唇に人差し指を当てた。それ以上言うなと言われているようだ。

「君との付き合いはまだかなり浅いけど、君に必要なものは分かってる」

　そう言って、露峰は人差し指をそっと離す。

「……自信だよ」

「自信、ですか」

「そう。自分は大切にされて当然なんだっていう自信。それを身につけるだけで、きっと世界が変わる」

　ありさは、彼の言葉を聞いてハッとする。自分に自信がないというのは、間違いなくその通りだ。たったいまも、自分を卑下しようとしていた。ホテル代を出してもらうのが大切にされているということに繋がるのかどうかは正直微妙なところだが、彼が言っていることは的外れではない気がした。

「色気と自信をつけるのが、目下の目標だな」

　露峰は「頑張って」と囁いて、ありさに向かってパチンとウインクをしてくる。

（こんなキザなウインクがちゃんと決まるのは、社内でも露峰さんだけだろうな……）

　ありさはとりあえず「頑張ります」と答えて、部屋を出た。






　帰りの電車の中で、ありさはまた露峰のことを考えていた。

（初めてだったけど、露峰さんが上手なのは分かる。経験豊富で、きっといまも私以外の女性とも関係を持っているんだろうな。でも、毎回あんないいホテルに行っていたら、お金なくなっちゃうんじゃ……？　それとも、初回サービス的なやつなのかな？）

　頭の中でぐるぐると疑問が浮かんでは消え、浮かんでは消えを繰り返す。

　こんなこと、考えたところであまり意味がないことは分かっているが、彼との情事を思い出すと、また身体が熱くなってしまいそうで不安だったのだ。

（こんなんじゃ、会社で目が合ったりしたら大変なことになるよ……）

　なるべく会社では彼の姿を見ないようにしようと、心に決めた。

















第三章












　それからありさは、毎週水曜日に定時退社をして露峰からセックスのレッスンを受けている。ありさには泊まる気がないと分かった露峰は「一人でホテルに泊まるのも寂しいからね」とホテルを取ることはなくなった。ラブホテルで休憩した後、お互い日付をまたぐ前に帰宅するようになったのだが……。

「いつも、こんな良いところじゃなくても……」

　三回目の水曜日、情事の後シーツにくるまりながらありさは思わずそんな言葉をこぼした。露峰はラブホテルの中でも広くて綺麗で、あきらかに高いところを選び、当然のように自分で料金を払っている。初回だけならまだしも、二回目三回目とこんなことをしてもらえる理由が見当たらないので、ありさは少し怖くなっていた。

「女性は、こういうところのほうがいいんじゃない？」

　隣で寝転がっている露峰が、ありさのつぶやきに答える。

「それは……」

（いいと言えばいいんだけど、でも……）

　なんて言えば彼に伝わるのか悩んでいたら、露峰はにやりと口角を上げた。

「あ……もしかして、オフィスでしてみたいとか？」

「へっ？」

「まあ、スリルはありそうだよな。それにしても、内海さんがそんな願望を持ってたなんて……」

「ち、違います！　オフィスでなんて絶対に嫌です！」

「ん？　そうなの？」

　きょとんとしながらこちらを見てくる。彼はありさがそんなことを考えていないと分かった上で、あえてとぼけているのだ。

（最近気づいたことだけど、露峰さんってちょっと意地悪なんだよね……）

　初めてのときからその片鱗は見えていたのだが、二回目、そして三回目の今日と、より意地悪になってきている。いまのように分かっているのに分かっていないふりをしたり、わざと誤解をしたりして、ありさが困惑しているのを楽しんでいるように見える。

（ちょっと、Ｓっぽいところがある気がするんだよね）

　会社で爽やかで人懐っこい笑みを浮かべている彼からは、とてもじゃないが想像ができない姿だった。

（そういえば、露峰さんって仕事以外のときってどんな感じなんだろう。趣味とかあるのかな？）

　プライベートなことは聞いてはいけないかもしれないと迷っていたら、露峰がベッドから出ていってしまった。バスタブにお湯がたまったかどうか確認しに行ったようだ。

「内海さん」

　バスルームから、露峰の声が聞こえてきた。

「はい、なんですか？」

「今日は一緒に入らない？」

「え……？」

「お風呂だよ、お風呂。そろそろ一緒に入ってもいいんじゃないかと思ってさ」

「で、でも……」

（お風呂に入るってことは、明るいところで裸を見られるってこと、だよね……）

　部屋はいつも暗くして、あまり見えないようにしてきたのに。ここに来てハッキリ見られるのは恥ずかしかった。

「部屋が暗くても、君の身体は隅々まで見ているんだから、いまさらだよ」

　ありさの思考を読んだように、露峰はバスルームから話しかけてくる。

（たしかに、そうかもしれないけど……ああ、もう！）

　お金を払ってもらっている後ろめたさもあり、ありさは仕方なくバスルームへと向かった。






「じっくり身体を見る暇もないくらい急に入ってきたね」

　高速でお湯に浸かったありさを見て、露峰はクスッと笑う。

「だって、やっぱり恥ずかしいんですもん……」

　ありさは、自分の裸を見られないように体育座りになり、彼の裸を見ないように顔をそらす。

「そういうものなの？」

　俺はよく分からないけど、とつぶやく露峰。

（照明を落としてのセックスより、照明をつけて一緒にお風呂に入るほうが恥ずかしいのって変なのかな……？）

　普通がどうなのか分からないので、いい返事が思いつかない。

　ありさは話題を変えるためにも、ついさっき疑問に思ったことを聞いてみる。

「あの、露峰さんって週末はなにをしているんですか？　ご趣味とか……」

　なんだかお見合い中のような聞き方になってしまったが、露峰は普通に答えてくれる。

「週末も仕事してるよ。出勤しているわけじゃないけど、同業他社や流行について調べたり……」

「えっ……ということは、ずっと仕事してるんですか？」

「うん、まあね。大学時代は熱中できるものがなかったんだけど、社会人になってからは仕事一筋だな。やりがいもあるし、四年間ずっと没頭していたんだ」

　そこまで仕事にのめり込んでいるとは思っていなかったので、ありさはポカンとした表情で彼を見た。

「あー……。やっぱり変だよな」

　はは、と苦笑する露峰。少し濡れた髪が妙に色っぽい。ほどよく筋肉がついた上半身まで見えてしまう。ありさは一瞬目をそらしそうになったが、あからさまに避けるのも感じが悪いと思い、そのまま彼の顔だけ見ることにした。

「仕事が趣味って無趣味みたいなものだろ？　だから金の使いどころも飲み会以外ほとんどなくてさ。君と会うときに出し惜しみしないのは、久しぶりに仕事以外でおもしろいことに出会えたから。君が俺を利用しているのと同じように、俺も君を利用しているんだよ」

「露峰さんが、私を……？」

　露峰が自分を利用しているなんて、ありさは考えたこともなかった。

「そう。だから、君が引け目を感じる必要はない」

　ぽつりぽつりと言葉を紡ぎながら、露峰はありさの中にある後ろめたい感情を溶かしていく。

（でも、お金に関してはやっぱり納得しきれない。割り勘は絶対に受け入れてもらえないし、なにかでお返しをしないとね……）

「むしろ、もっとワガママになってくれてもいいくらいだよ」

「それは……さすがにできません」

「そう？　せっかくの機会なのに、もったいないなぁ。まぁ、それが君らしさなのかもしれないけど」

　そう言って、露峰は少しだけ目を細めてありさを見つめる。微笑んでいるのだけれど、彼が何を考えているのか読めなかった。

「そういう内海さんは週末はなにをしているの？」

「私は……友達と会ったり、そうじゃないときは映画を観に行くか、美術館に行くかって感じですね。疲れている日は家でゴロゴロしてます」

「へえ。じゃあ、今週末はどういう予定なのかな」

「近くでルーブル美術館展がやっているので、それを見に行こうと思ってますよ。アウトプットするには、何かしらのインプットも必要ですし」

「そのアウトプットって、仕事のこと？」

「？　ええ、まあ」

「なるほど。それなら君も俺と大差ないような気がするな」

「たしかに仕事のためでもあるんですけど、私の場合仕事が趣味じゃなくて趣味が仕事に結びついたというか……」

「仕事が趣味と、趣味が仕事か……たしかに、同じようで違うな」

　そう言われてみればそうだと納得してくれる露峰。

「とにかく、美術館はいるだけで楽しいんです。美術品に興味があるなら、今回のルーブル美術館展はワクワクすると思いますよ」

「そうなんだ」

　と言う彼の声と表情からして、どうやら美術に興味はないらしい。

（自分の趣味を押しつけるつもりはないし、まあいいか）

　露峰と自分の間にある共通の話題は、仕事くらいしかないことを改めて感じたありさだった。






　その週の土曜日、ありさはルーブル美術館展を見に家の近くの美術館に来ていた。一人で来ているので今日は完全にオフの格好だ。仕事のときはコンタクトを付けてメイクも（ありさ基準では）しっかりしているほうだが、今日は眼鏡とベースメイクのみ。歩きやすいようゆったりしたパンツとヒールのないパンプスを履いている。

（さて、と……）

　全てじっくり見て回りたいところだが、案の定混雑していたので目当てのものを中心に回ることにする。

（カラヴァッジョの『女占い師』はどこかな……）

　今回一番見たいと思っていた絵画を探していたら、見覚えのある横顔が視界に入った。

（えっ……露峰さん!?）

　かろうじて声には出さなかったが、露峰が近くで絵画を鑑賞していることに気がついた。いつものカッチリしたスーツではなく、上は白シャツにネイビーのカーディガン、下はチノパンというラフな格好だ。

（まさか露峰さんが来てるなんて……！　見つかったらどうしよう！）

　見られて恥ずかしいほど適当な格好で来ているつもりはないのだが、彼と会う心の準備をしていなかったことと、もともと知り合いとバッタリ会うのが少し苦手なタイプであったこともあり、会いたくないという気持ちが先行してしまう。

　ありさは彼に気づかれないようそっと離れようとしたのだが……。

「内海さん？」

「！」

　あっさり後ろから声をかけられてしまう。

（どうしよう、このまま声かけられたことに気づかないふりをして行っちゃう……？）

　なんて考えている間に、露峰は正面に回り込んでくる。

「あ……やっぱり内海さんだ」

　ありさの顔を見て、ホッとしたように破顔する露峰。

「こ、こんにちは……」

　もうこうなってしまったら仕方ない。ありさは小さな声であいさつをした。

「もしかしたら、とは思っていたけど……こんな形でバッタリ会うなんて、奇遇だね。今日の内海さんは、いつもと雰囲気が違うんだな」

「露峰さんも、だいぶ違いますよ」

「そうかな？　俺はちょっとラフなだけだけど……。それより、その眼鏡、似合ってるよ。伊達……ではないよね」

「はい。普段はコンタクトで……」

　ありさは、いつも以上に緊張してしまっている。そのことを少し不思議にも思ったが、その答えはすぐに見つかった。

（あ……そういえば私、露峰さんと人前で話すのは初めてかもしれない）

　これまではオフィスで二人きりのときだったり、レストランの個室だったり、ホテルの一室だったり……自分たち以外の誰かがいるところで話したことがなかったのだ。

（だから、こんなに緊張しているんだ）

　二人きりの空間なら、相手しかいないのでなにかと比較することはできない。しかしいまは、知らない人とはいえ自分よりも魅力的な人が周りにたくさんいるのだ。

（露峰さんに、自信を持てって言われそうだけど……自信持ちたいなって思って簡単に持てたら苦労しないよね）

　頭の中でそんなことを考えていたら、露峰が口を開いた。

「もし良かったら、一緒に回ってくれないかな？　美術に関してはまだまだ疎くて……勉強したいんだ」

「私で、いいんですか？」

「もちろん」

「で、でも……私は自分が見たいものだけ見て回るつもりですよ」

「じゃあ、それに付き合うよ。よく分からないまま適当に回るより、君についていったほうが楽しめる気がする」

　そこまで言うのなら、とありさも承諾した。彼女の返事を聞いて、彼は嬉しそうに目を細める。

　ひとまずは、ありさが一番見たかった絵を見に行くことになった。

「あっ……」

「目当てのもの、見つかった？」

「はい。これです」

　ありさは若い女性が身なりのいい青年の手を取り、見つめ合う様子が描かれている絵に駆け寄る。

「タイトルは……『女占い師』か」

「はい。イタリアの画家、カラヴァッジョの作品です。カラヴァッジョが描いた『女占い師』は二種類あって、一つはフランスのルーブル美術館に、もう一つはイタリアのカピトリーノ美術館に所蔵されているんです。私はどちらかというとルーブル美術館のほうが好きで……あ、先に描かれたのはカピトリーノ美術館のほうなんですけど、これも所説あって……」

　思わず絵画についていろいろと説明してしまうありさだが、露峰はそんな彼女のことをやわらかな微笑をもってじっと見ていた。

　会社で見せる真面目な顔や、ベッドの中で見せる恥ずかしげな顔とはまた違う、ありさの新しい表情。絵画を見る瞳はキラキラと輝いていて、いつになく饒舌な口は絶え間なく動く。

「それで……って、すみません。話しすぎましたね……」

　これはありさの癖のようなものだった。好きなものを前にすると、夢中になってしゃべりすぎてしまう。自分が暴走していたことにやっと気づき、さぞ退屈だっただろうと思い恐る恐る露峰のほうを見ると、彼はキョトンとした顔でこちらを見ていた。

「いや、全然大丈夫だよ？　むしろもっと見ていたい……じゃなくて聞いていたいくらい」

「そう、ですか？」

「そうそう。それより、この女占い師の視線が意味深に見えるんだけど、なにか意図があるのかな？」

「ああそれは……実は手相を見るふりをして、彼の指輪を抜き取ろうとしているんですよ」

「えっ」

　驚いた表情で声を漏らす露峰。なんだか珍しい光景だ。

「なのに、青年はそれに気づかず、女占い師にうっとりしちゃってるんですよね」

「そうだったのか……」

「私、この青年のうぶな感じの表情が好きなんですよね」

「へえ。じゃあ君のタイプってうぶな感じの男の子だったりするの？」

「そ、それとこれとは違いますよ」

（この絵の中の男の子はかわいらしいとは思うけど、現実でそういう人が好きかどうかは別問題だよね。……というか、私ってどういう人が好きなんだろう）

　タイプの人間なんて、考えたことがなかった。俊介はかっこいいと思っていたが、彼のようなスポーツマンがタイプなのかと聞かれたらそういうわけじゃないと答えるだろう。

「そっか。なら良かった」

　露峰はそう言って、またこの絵について質問してくれる。そしてありさはそれに答える。他の絵でもそんなことを繰り返していたら、いつの間にか二時間が経過していた。

「芸術がこんなにおもしろいものだとは知らなかったよ」

　パンフレットを買った露峰は、満足げに微笑んだ。

「君は、どうだった？」

「露峰さんと一緒に見て回ることになるとは、思ってもみなかったんですけど……でも、想像以上に楽しかったです。一人でじっくり見るのも好きですが、こうして二人で見るのもいいなって思えました」

「それなら良かった。無理して付き合わせてしまったから、申し訳なかったかなと思ってたから」

「い、いえ！　そんなことは……」

　最初はあまり気が進まなかったのだが、いまは一緒で良かったと思っているくらいだ。彼の言うことは半分当たりで、半分外れと言っていいだろう。

「これだけ詳しい人にマンツーマンで二時間ガイドしてもらうとなると、けっこう高くつきそうだよな」

「……？　えっと、どういうことですか？」

　彼の言わんとしていることが分からず、ありさは少しだけ首をかしげる。露峰は、そんなありさの耳元にすっと近づき、小さく囁いた。

「ホテル代はこれでチャラにしようか。だから、もう気にしないように」

「っ……！」

　彼の息が耳にかかり、身体がびくっと震える。あたたかい息を感じたその一瞬で、彼との情事を思い出すには十分だった。

（い、いまのって……）

「今日は本当にありがとう。家はどの辺？　まだ明るいけど、俺の車で送ろうか？」

　露峰はなにもなかったかのように離れ、爽やかな笑顔を浮かべてそう言った。

「あ、えと、大丈夫です。すぐそこなので、歩いて帰れます」

「そっか……分かった。じゃあ俺はもう帰るよ。また来週な」

「はい……」

　二回だけ軽く手を振ったあと、露峰は駐車場に向かって歩いていく。

　ありさはそんな彼の背中を見つめながら、熱くなった頬に手を当てた。

（まさか、あれでホテル代をチャラにすると言われるなんて……）

　自分がまだ気にしていたことも彼にはバレていたらしい。それでいて、お金ではなく、ありさが彼のために費やした時間と（ありさ自身はそのつもりはなかったのだが）労力をもってお返しということにしてきたのだ。いつからそうするつもりだったのかは分からないが、彼の機転と気遣いに驚いてしまう。

（これ以上は、気にするほうが失礼かもしれないな……）

　ありさはそう思い、せめて彼の前では気にしない素振りを見せることにした。

















第四章












　露峰のレッスンを受けはじめて一ヵ月ほど経ったある金曜日のこと。

　ありさは、いつも通り出勤して仕事をしていた。当然、露峰と会話することはない。もちろん目を合わせることもないため、彼が会社にいるのかすら把握していなかった。

「ねえ内海さん」

　昼休み後の作業、隣のデスクの鶴見が小声で話しかけてくる。

（なにかトラブルでもあったのかな……）

　そう思い、ありさも小声で返事をする。

「はい、どうしました？」

「露峰さん、今日はお休みなんだって」

「えっ……」

「珍しいよね。高熱が出たらしいけど、露峰さんが欠勤なんて初めてなんじゃないかな？　少なくとも私が入社してからは無欠勤だったと思うんだよね」

「そ、そうなんですか……」

　なぜ、わざわざ自分に話しかけてきたのか分からずドキッとしてしまうが、鶴見は「ちょっと心配だよね～」と言うだけ言って自分のパソコンに目を戻す。

（なんだ、ただ誰かに言いたかっただけか……）

　部署も違う上にもともと会話をしない二人なので、勘づかれることもないはずなのだが「露峰」という名前が出たことで少し動揺してしまった。

（でも、動揺したことには気づかれていないみたい）

　ホッとして作業を再開するが、高熱で休んだ露峰のことが頭から離れない。大学時代、一人暮らしをしていて熱を出してしまったことを思い出す。つらくて心細くて、もしかしたらこのまま自分は死ぬのでは？　とまで思ってしまったほどだった。

　露峰はしっかりとした大人で、熱くらいではへこたれない人かもしれないと考えつつも、やはり心配なことには変わりなかった。

（けど、彼女でもないのに看病しに行くのはおこがましいというか……そもそも、露峰さんの家の場所も知らないし……）

　どうしようか悩みながらも、とりあえずありさは露峰に連絡を入れてみることにした。

「高熱で休んだって聞きました。大丈夫ですか？」

　しかし三十分経っても、一時間経っても、二時間経っても返事は来ない。

（眠っているのかもしれないな）

　そう思っていたら、三時間半後の午後五時三十分に返事が返ってきた。それも、いままでの露峰からは考えられない文面で。

「だいじょうぶだからしんぱいしない」

　とだけ書かれたメッセージが画面に映る。

（全然大丈夫そうじゃないよ！）

　全部ひらがななのは変換する余裕もないからだろう。

「露峰さん、一人なんですか？」

「そう」とだけ送られてきたあと、「びょういんにもいってなくて」というメッセージも追加された。

（一人で、病院にも行けてないんだ……）

　大学時代の自分の状況とほぼ同じだった。

　あのときほしかったのは、そばで看病してくれる人。あと飲み物と食べ物。

　露峰も同じように思っているとは限らないが、ありさの心はもう決まっていた。

（看病しに行かないと、露峰さん、死んじゃうかもしれない……！）

　いくらおこがましくても、様子だけでも見に行くべきだ。高熱を甘く見てはいけない。

「私、なにか買って行きましょうか？　ほしいものがあったら言ってください」

「ぶどうのぜりー」

「分かりました。あと少しで定時なので、そのあとゼリーを買って行きますから」

「まってる」

「じゃあ、住所教えてもらえますか……？」

　住所が全部ひらがなだったらどうしようと少し心配していたが、露峰はなにかの封筒に書かれている住所を写真に撮って送ってきてくれた。

（こういう機転が利くってことは、まだ頭は働いているみたいだな）

　問題はこれからだ。熱は夜になるとどんどん上がっていくもの。それに合わせて意識と思考がぼんやりしてきてしまう。

（さっき送られてきた住所って、会社から徒歩十分くらいのところにあるマンションだよね……さすが仕事が趣味な人だ）

　ビルの一階に入っているコンビニで買い物をしてから向かっても、退社してから二十分ほどで着くだろう。

　ありさは買うものリストをスマートフォンのメモ帳に書いて、定時前のラストスパートをかけた。






　まだ今週中に進めておきたい仕事は残っていたのだが、ありさはそれを来週の自分に託し、定時に退社した。

　それから、コンビニでゼリーとスポーツドリンクとストロー、レトルトのおかゆを購入する。

（これでいいのかな……）

　とやや不安になりながらも、写真に載っていたマンションに向かう。

　露峰の部屋は八階の角。名前を確認し、インターホンを押した。

　ピンポーン、とありがちな音が鳴る。すると――。

「はーい……」

　がさついて、間延びした声が聞こえてきた。風邪を引いて喉がガラガラになってしまった露峰の声だろう。

「内海です。ブドウゼリー買ってきました」

「内海さん……来てくれたんだ」

「来るに決まってるじゃないですか」

　そう返事をすると、しばらくして玄関のドアが開いた。

「いらっしゃい、わざわざごめんね」

　露峰は笑顔で出迎えてくれるが、あきらかに顔色が悪く弱っているのが見て取れた。

「玄関で話すのもあれだし、とりあえず入ってくれるかな」

「え、入っていいんですか？」

「ん……？　あれ、もしかして看病しに来てくれたわけじゃない……？」

　悲しそうな表情をする露峰に、胸がぎゅっと締めつけられる。

（いつも余裕があって頼もしい露峰さんに頼りにされてるんだと思うと、ちょっと嬉しくなっちゃうな）

「いえ！　看病しに来ました。お邪魔します」

　露峰に招かれ、ありさは彼の部屋に入る。

（思ったよりも生活感のある部屋だな……）

　郵便受けに入っていたのだろうチラシがテーブルに置きっぱなしになっていたり、取り込んだ洗濯物がそのままカゴに山積みになっていたり……。

　部屋自体は綺麗なのだが、もっと整理整頓されていてスタイリッシュな感じなのではないかと予想していたので少し意外だった。オフィスにある露峰のデスクはいつもスッキリしていると評判だったのだが、自分の部屋は案外適当なタイプのかもしれない。

（私の部屋と大差ない感じで、ちょっと親近感わいちゃうな）

「ゼリー買ってきてくれてありがとう。助かるよ。ずっとベッドで眠っていたから、朝からなにも食べてなくて……」

「え!?　それじゃあ、早くなにか胃に入れないと……！」

「そうだな。さすがにお腹が空いてきた……気がするよ」

　はは、と露峰は力なく笑い、部屋のベッドに座った。

「とりあえず、ゼリーでも食べますか？　あと水分補給のためのスポーツドリンクと、食欲があったら食べられるかなと思ってレトルトのおかゆを買ってきたんですけど……」

「おかゆは、まだきついかも。ゼリーとスポーツドリンクをもらってもいいかな？」

「はい。じゃあ……」

　ありさはスポーツドリンクを袋から取り出し、買ってきたストローを差す。

「まずは水分補給から、どうぞ」

「ありがとう。ストローまでつけてくれるなんて、内海さんは気が利く人なんだな」

「露峰さんほどじゃありませんよ。それで……いままではなにを飲んでたんですか？」

「冷蔵庫にある麦茶をチビチビ飲んでたよ」

「なるほど……」

　麦茶だけ飲んで眠っていたということは、ほとんどエネルギーを取っていないと言っても過言ではないだろう。

　ありさはゼリーの蓋を取り、ついてきたスプーンと一緒に露峰に差し出す。

「……」

　スポーツドリンクは素直に受け取ったのに、なぜかゼリーはじっと見るだけで受け取ってくれない。

「……どうしました？」

「いや、君が食べさせてくれないのかなーって」

「なっ……！」

　子どもの頃、母親にゼリーやおかゆを食べさせてもらった記憶はあるが、自分が露峰相手にそれをするのはさすがに抵抗があった。

「え、あの、そ、それは……」

「ふっ……ごめん。冗談だよ。付き合ってるわけでもないのにそんなことするものじゃないよね」

　ありさの反応を見て、露峰は楽しそうに笑いながらゼリーとスプーンを受け取った。

（まさか、熱を出している露峰さんにからかわれるとは……。実はけっこう回復してるんじゃ……？）

　と思ったものの、口には出さないでおくことにした。






「ふぅ……」

　露峰は時間をかけてゼリーを完食し、ベッドに寝転がる。

「なんか、私……ここにいるだけで役に立ってない、ですよね。なにかしてほしいこととかありませんか？」

「君にしてほしいこと、か……」

　露峰は少し考える素振りを見せたあと、ありさに向かって手を差し出した。

「俺の手を握ってほしいな」

「それだけで、いいんですか？」

「もちろん。ほら」

　ありさは、おずおずと、差し出された手を握る。

　熱のせいか、彼の手はいつもよりずっと熱くなっていた。

（やっぱり、まだ回復はしてないのかも）

　さっきのからかいは、ちょっとした強がりだったのではと思いはじめる。

「内海さんの手、冷たくて気持ちいいな……」

　とろんとした表情で、ありさの手をやんわりと握り返す露峰。

（今日の露峰さんは、なんだか幼く見えるな。年上なのに、弟みたい……ちょっと、かわいいかも）

　これは、彼に対して初めて覚える感情だった。

　それを知ってか知らずか、露峰は申し訳なさそうに苦笑いをする。

「いろいろと、かっこわるいところを見せちゃったな」

「かっこわるくなんて、ないですよ。私だって、高熱が出たらきっとこうなります。いや、もっとグダグダになっているかも」

「はは、そうかな？」

　露峰はクスッと笑い、ありさの目をじっと見る。

「……女性を自分の家に入れたのは、これが初めてだ」

「へ……？」

　初めてという言葉を聞いて、ありさの胸がドクンと大きく跳ねた。

「自分でもまだよく分からないけど……君は、特別なのかもしれないな」

「え……それって、どういうことですか？」

　初めて。

　特別。

　期待してはいけないのに、期待しそうになる言葉が彼の口から出てきてしまった。

　真意を知りたくて聞いてみるが、露峰は目を閉じてしまう。

「……すぅ」

「ちょっと……いま寝るって、そんな……」

　せっかく落ち着いて眠りに落ちた彼を叩き起こすなんてことは絶対にできない。

（でも、さっきの言葉は……どういう意味だったんだろう）

　もしかしたら、露峰との関係になにか変化が起きているのではないか。ありさはそう考えたが、ふといまの状態を思い出す。

（そうだ。露峰さんはいま高熱が出てる状態……。熱に浮かされて、思ってもいないことを口走ったのかも）

　ありさの他にも関係を持っている相手がいるのに、部屋に女性を入れたことがないというのもおかしな話だ。なにかの間違い、もしくは自分の聞き間違いだと思い、ありさは先ほど言われたことを頭の中から追い出すことにした。

「さて、と……露峰さんも眠ったし、そろそろ帰ろう」

　そう思って立ち上がろうとするが、手を握っている力が思いのほか強くて動けない。

（う……困った。というか、露峰さんが眠ってたらこの部屋から出られないんじゃ……？）

　この手から逃れられたところで、鍵がないと戸締まりもできない。合鍵の話なんてもちろんされていないし、どこにあるかも分からない。

（どうしよう……）

　終電前に起きてくれれば、とりあえず帰ることはできる。朝からベッドで寝転がっていたのだから、数時間で目は覚めるのではないかと考え、ありさはもう少しこの体勢で待ってみることにした。

「……」

　静かに眠っている彼の寝顔を観察する。

（気持ちよさそうに眠ってるな……）

　つらそうな表情ではないことにホッとしながら、ただただ見続ける。この体勢だと、それくらいしかすることがないのだ。

（起きたら、もう少し食欲が出ているといいんだけど）

　穏やかで規則的な寝息を聞いていると、自分まで眠くなってきてしまう。

（あ、どうしよう……このままじゃ、私も……）

　駄目だと分かっているのに、まぶたがどんどん落ちてくる。ありさはいつの間にか、深い眠りに落ちていた。






　それから数時間後。終電がなくなり、あと少しで始発が出はじめる時間に露峰は目を覚ました。

　よく眠ったおかげなのかすっかり熱は下がり、ぼんやりしていた思考もすっきりとしている。

「あ……」

　手を握ったまま、眠りこけているありさが目に入った。

「すぅ……」

　昨日のことを思い出した露峰は、少しだけ頬を赤く染める。彼女が露峰のことを起こせずに、いつの間にか眠ってしまったのだろうというのは容易に想像がついた。

「叩き起こしてくれて、良かったのに。俺を看病して、こんな時間まで付き合ってくれるなんて……君は、優しすぎるな」

　愛おしい人を見るような優しい表情の露峰は、空いているほうの手でありさの頭を撫でようとした。

　その瞬間――。

「っ！」

　ありさが目を覚まし、慌てて顔を上げた。

　こっそり撫でようとしていた露峰の手は行き場を失い、ゆっくりと下に降ろされる。

「おはよう、内海さん」

「お、おはようございます？　……ということは、もう朝ですか!?」

「そうだな。まだかなり早い時間だけど」

「わあああ！　すみません！　勝手に泊り込んじゃって……！」

　ありさは咄嗟に繋いでいた手を放した。

「それは気にしないで。俺のせいで、君がここで眠ることになったんだろ？」

　露峰がそう言うと、ありさは気まずそうに目をそらして「そう、ですね」とこぼす。

「あ、そうだ。熱はどうですか？　下がりましたか？」

「まだ体温は測ってないけど、下がってると思うよ」

「そうですか。良かったぁ……って、私もう帰りますね！　昨日からずっと同じ格好だし、これ以上お世話になるわけにはいかないので！」

　ハッとした表情で立ち上がったありさを、露峰は引き留めた。

「お世話になったのは俺のほうだよ。それに、始発もまだだから……それまでにうちのシャワー、浴びていきなよ」






　露峰の言葉に甘えて、ありさはシャワーを借りることにしたのだが……。

（私、着替え持ってなかった……）

　シャワーを浴びてからその事実に気がついた。

「って、あれ……？」

　しかも、脱いでカゴに入れておいた服がいつの間にかなくなっている。その代わりに大きなＴシャツが一枚入っていた。

（もしかしてこれ……私が着るの……？）

　そう思ってＴシャツに手を伸ばしたとき、ドアの向こうから露峰の声がした。

「もう出たのかな？」

「はい！　でも服が……」

「ああ、それは洗濯に出したよ。同じものを着るのは嫌だろうと思って。一時間くらいで乾燥まで終わるから、少し待ってて」

「わ、分かりました……」

「いまはそこに置いてあるＴシャツを着ていてくれるかな。俺の部屋着で申し訳ないんだけど、大きいから君が着ると多分ワンピースみたいになると思うよ」

　やはり、これはありさのために置かれていたＴシャツだったらしい。

（たしかにけっこう大きいな。露峰さんが着てもゆったりめな気がする）

　ありさは少しドキドキしながら、カゴにあったＴシャツを着てみた。

　彼の言った通りワンピースのようになったが、下着をつけていないのでバスタオルよりも漠然とした不安がある。

（いいのかな、このまま露峰さんの前に出ても……）

　なんだか裸よりもいやらしい格好のような気がして、ドアを開けるのをためらってしまう。

「俺もシャワー、浴びたいんだけど……大丈夫？」

　なかなかドアを開けないありさを心配しているのか、露峰が声をかけてくる。

（そっか。露峰さんもシャワー使いたいよね。本当は洗濯が終わるまでバスルームに引きこもりたいくらいだけど……そういうわけにはいかない、か）

　しぶしぶ、ありさはドアを開ける。

「えっと……Ｔシャツ、ありがとうございます」

「いや、このくらい当然だよ。それより……いいな、その格好」

　露峰は下になにもつけずＴシャツだけ着ているありさを見つめる。

「……あんまりじっと見ないでください」

「なんで？」

「なんでって……恥ずかしいから……」

「大丈夫。俺のＴシャツを着ている君はかわいいし、そそられるよ」

　もじもじしているありさを見て、露峰は満足そうに微笑んだ。










[image: ]










（前から気になってたけど……露峰さんって、意地悪するのが好き、なのかな）

「あの……」

「ん？」

「露峰さんってもしかして……Ｓ、なんですか？」

「Ｓか……どうなんだろうな。自分でもよく分からないけど、君を見ていると、困らせたくなってしまうんだよ。こんなふうに意地悪をしたくなるのは初めてだな」

　初めて、という言葉に反応しそうになってしまう。

（もしかして、これが、昨日の夜言っていた特別、なのかな……。聞いてみたいけど、露峰さんが覚えていなかったら自意識過剰みたいになりそうだし、そうじゃなくてもからかいの材料にされるかも）

　少し考えて、ありさはなにも言わないことに決めた。

「じゃあ、私は部屋に戻ってますね」

「分かった。俺もすぐ戻るから、少し待ってて」

　露峰は、ありさの耳元でそう囁いた。それが、なんだか情事の前のしっとりとした声のように感じ、思わずドキッとしてしまう。

（でも……露峰さんは病み上がりだし、今日は土曜日の朝だし、そんなことするはずないよね。私、意識しすぎてる気がする）

　頭を冷やさなければと思いながら、ありさは部屋に戻った。






　それから二十分後……。

「あっ……露峰さん……！」

「なに？」

「なにって、あっ……んん……」

　ありさはなぜか露峰に抱きしめられ、首筋にキスをされていた。Ｔシャツを着ているだけのありさと、腰にバスタオルを巻いているだけの露峰。お互いそんな状態で抱き合っていると、変な気分になってきてしまう。

「なんで、こんなこと……」

「君が物欲しそうな顔をしてたから」

「え……？」

「っていうのは半分冗談で、俺が君の姿を見てしたくなっただけ。君が嫌なら、やめるよ」

「嫌、というわけではないんです、けど……」

　むしろこんなふうに求められることに喜びすら感じていたが、心配事もいくつかあった。

「露峰さんは病み上がりだし……」

「今日は君が頑張ってくれると嬉しいな」

「こ、声が隣に聞こえたら、大変じゃないですか？」

「このマンション、防音がかなりしっかりしているから大丈夫だよ」

　他にはなにかある？　と聞いてくる露峰に、ありさはゆるゆると首を振る。

「じゃあ……君が嫌じゃないなら、続けようか。……あ、唇にキスするのはさすがにやめておくよ。一晩一緒にいてもらっておいて、いまさらな気はするけど」

　露峰は喉の奥でくつくつと笑い、ありさの太ももを優しくなでる。

　昨日まで高熱でふらふらしていたとは思えないくらい、いつも通りの彼。……いや、いつもより少しフランクかもしれない。

　自分の部屋だから、開放的な気分になっているのだろうか。

「さっき、私が頑張ったら嬉しいって言ってましたけど……具体的には、どうしたらいいんですか？」

「そうだな……。これまで君はずっと受け身だったから、ちょっと攻める方法を教えようか」

「攻める方法、ですか」

「そう。初めてするから、怖いかもしれないけど……君の手で、俺のをこすってほしい」

　そう言って、露峰はベッドの上に腰かける。

「それって……」

「これのことだよ。……やっぱり、怖いかな」

　屹立した彼自身を見て、ありさは少し後ずさりしてしまう。

（男の人のものって、こういう感じなんだ……）

　アダルトコンテンツにはあまり触れてこなかったありさだが、彼とのレッスンをするようになってからはこういうことにも興味を持ち、勉強するようになった。そのため、なにをするべきなのかはなんとなく分かっていた。

「だ、大丈夫です。やります」

　いままでずっと彼にされるがままでいたのだ。そろそろ、次のステップに行かないといけないだろう。

　ありさは膝立ちになり、ゆっくりと彼のモノに手を伸ばす。

「優しく握ってね」

「はい。……こう、ですか？」

　片手で握り、ゆっくりとしごいてみる。

「ああ、いいよ。君の手は本当にやわらかくて、気持ちいいな。……実は、けっこう前から君に触ってほしいと思ってたんだ。願いがかなったな……んっ」

　話しながらも、露峰は気持ちよさそうに吐息をこぼす。

（感じてくれているみたい……良かった。いつも私ばっかり良くなっていたから、嬉しいな）

　もっと良くしてあげたくて、ありさは彼の好きな場所を探りはじめる。

「露峰さんは、どこが好きなんですか？　この先端、かな……」

「あっ……そこは、敏感なところだから、気をつけて。でも、気持ちいいよ」

　露峰の反応がかわいく思えて、思わず口角が上がる。

（露峰さんのこういう顔、もっと見たいな）

　先ほど彼に対してＳなのかどうか聞いたが、もしかして自分もそういう素質があるのではと思えるほどだ。

　セックスのときも感じてくれているのはたしかだが、ありさがそれ以上感じてよがってしまうので、彼の反応を観察する余裕はない。しかしいまは、気持ちいいのは露峰だけだ。余裕があるのはありさのほうなので、じっくり観察することができる。

「っ……君、本当に初めてなのか？　かなりうまいな……あっ……」

（攻めるのも、けっこう楽しいかも……）

　絶頂まで登りつめるにはどうしたらいいのか、そんなことを考えていたら露峰に手を掴まれた。

「はぁ……参った。今日はこの辺で終わりにしよう」

「でも、露峰さん、まだイッてないですよね？」

「いいんだよ。俺は君の中でイキたいんだから」

「えっ……」

「君の大事なところをほぐすよ。ほら、立って」

　予想外の言葉に驚きながらも、露峰に言われるがままありさは立ち上がった。

「本当に、いやらしい格好だな」

「露峰さんがそういう格好させたんでしょ」

「ははっ、まあそうなんだけどさ。この中は、どうなってるのかな？」

　露峰はＴシャツをめくり、中に手を入れる。

「んんっ……」

「まだ太ももを触っただけだよ」

「わ、分かってますよ……」

　彼の手は、太ももを撫でながらゆっくりと秘部までのぼっていく。

「あっ……！」

　秘部に到達した瞬間、くちゅ、という水音が聞こえた。

「んー？　おかしいな。なにもしてないのに、濡れてる」

「それ、は……」

「俺のをしごいて、興奮した？」

「ちが、興奮したとかじゃ……！」

「なにが違うのかな。もうぐしょぐしょだけど」

　露峰は愛液を指にまとわりつかせ、突起をこすり上げる。

「っ……！」

　強い刺激を受け、腰が抜けそうになったありさは思わず露峰の首にしがみついた。

「す、すみません！」

「つらいなら、しがみついていていいよ。俺はこのまま、中をほぐすから」

　露峰は濡れた中指をありさの中に入れ、いつも感じてしまう場所を何度もこする。

「ああっ……ん、あんっ……」

　ありさの膝はがくがくと震え、立っているのもやっとの状態だ。

「気持ちいい？」

「ん……はい……あっ」

「さっき俺のをしごいてたとき、ちょっと楽しいと思ったんじゃないか？　実は俺も、いままで君とするとき、同じことを思ってた。……もちろん、いまも」

　先ほどの仕返しと言わんばかりに愛撫をする露峰は、彼女の様子を見て満たされたらしい。

　十分ほぐれたそこから、するりと指が抜かれた。

「んぁっ……」

（あと少しで、イケそうだったのに……）

　寸止めされて物足りなく感じながら首にかけていた手を放すありさ。そんな彼女を見て、露峰は予想通りといった表情で微笑む。

「ごめん。あんまりかわいいから、寸止めしてみたくなった。イキたかったら、俺の上に乗ってごらん」

「え……？　上に乗るって……」

「対面座位だよ。君が、自分で挿入するんだ」

「本気、ですか？」

「病み上がりの俺に負担をかけたくないんだろ？　それに、こういうのも一度体験してみるといいと思うよ」

「それはたしかに、そうかもしれないです、けど……」

（露峰さんの上に乗って、自分から挿入するなんて……考えたこともなかった）

　ありさはこれまで自分がどれだけ受け身だったのか、改めて実感した。

「抵抗があるなら、いつも通り正常位で……」

「いえ！　やります。せっかくの機会ですし」

　今日を逃したらまたずっと受け身のままになってしまう気がしたありさは、意を決して彼の上にまたがり、膝をベッドに乗せた。

「そのまま、腰を降ろして」

「はい……」

　はやる胸のうちを抑えながら、ゆっくりと腰を降ろしていく。彼の先端と、ありさの入り口がくっつく。秘部が濡れているため、ぬるぬると動いてしまう。

「ふっ……ん……」

　もはや、ありさは、それだけでも感じる身体になっていた。

「大丈夫？　この先は俺がやろうか？」

「だ、大丈夫です。……最後まで、自分でやります」

　再び腰を落としていき、先端が中に入ると……その後はすんなり最後まで刺さってしまった。

「っ……ああっ……！」

（こんなに一気に入れるつもりは、なかったのに！）

　自分の体重のおかげで、いままでにないくらい深く貫かれる。

「ふっ……ん……」

　ありさは反射的に露峰にしがみついた。そんな彼女の反応を見て、露峰もそっと抱きしめてくれる。

「……腰、動かせる？」

　そう聞かれるが、ありさは首を横に振った。

「まだ、動かせそうにないです」

「了解。じゃあ俺が少しだけ動かそうかな」

「えっ……ちょっと、待って……あっ！」

　下から軽く突かれて、甘い嬌声が漏れる。彼の熱くて固い自身が、最奥をぐりぐりと突いてくる。

「あ、やっ……」

「君も余裕ができたら、動いていいよ」

「こんなの……んっ……余裕なんて、できるわけ……ないですよ！　ああんっ」

　必死に彼にしがみつき、快感に耐える。先ほど寸止めされたこともあり、すぐに絶頂に達しそうだ。

「ふぁっ……あんっ……」

「はぁ……君の中、すごい締めつけだよ。俺を離したくないって、言ってるみたい」

「そ、そんなことは……」

「ないの？　こんなにおいしそうにくわえこんでるのに。下、見てみれば分かるよ」

　彼はそう言って、ありさが着ているＴシャツをめくり上げる。

「え……？」

　下を見てみると、繋がっているところが丸見えになっていた。

「っ！」

　あまりのいやらしい光景に、一瞬気を失いそうになる。

（私……露峰さんと、こんなにいやらしいことを、してるんだ……）

　卑猥な光景を見続ける勇気はなく、視覚情報を遮断するように目を閉じる。しかし、露峰の攻めはそのくらいでは終わらない。

「目を閉じても、音は聞こえるはず。結合部がいやらしい音を立ててるのは……分かるだろ？」

　吐息混じりにそう囁かれ、思わず音に意識を集中させてしまう。そして、ぐちゅぐちゅと律動に合わせた音が聞こえていることに、気づいてしまった。

「やっ……」

「いや？　なんで？」

「恥ずかしい、から……！」

「恥ずかしいんじゃなくて、気持ちいい、だろ？　俺も、気持ちいいよ……そろそろ、イキそうなくらい、ね……！」

　露峰も少しずつ余裕をなくしていく。

「あ、ああっ……んぁっ……露峰、さん……！」

「駄目、名前で呼んで」

「え……？」

「春之って。俺も、君のことを名前で呼ぶから。お互いの名前を呼びながら、イこう……！」

　こんなこと、いままで一度も言われたことがなかった。名字で呼び合うのは、一線を超えないようにしているから。ありさはそう考えていたのだが……。

「春之、さん……」

「そう、それでいいんだよ、ありさ」

　彼に名前を呼ばれるだけで、ありさの頭は沸騰しそうになる。

「春之さん、私、もう……！」

「俺も、イクから……一緒にイこう、ありさ……！」

　何度も互いの名前を呼び合いながら、二人は頂に達する。

　その瞬間に感じた幸福は、その後のありさを戸惑わせるものになったのだった。

















第五章












　朝からセックスをしてしまった日の夜、露峰からお礼をしたいというメッセージが届いた。「今度、君に似合う服でも買いに行こう」と言われたものの、たいした看病もしていないのにお礼をされるのは申し訳なかった。

　ありさは悩んでから、「お礼は大丈夫です。露峰さんが元気になってくれたというだけで、十分なので」と返事を送った。

　すると、彼からは「君のことだからそう言うだろうと思った」と返ってきた。どうやらありさの返答を予想していたようだ。彼は意外とあっさり引き下がり、来週の水曜日は仕事の予定が入ってしまったので、次のレッスンは金曜日にしようという連絡をするだけにとどまった。

（レッスン……そうだよね。私たちがしているのは、ただのレッスン。恋人同士が愛を確かめ合う行為じゃない）

　露峰といると、つい勘違いしそうになるが、彼はただありさの色気を出すためのレッスンをしているだけだ。特別な感情を向けたら、迷惑をかけるだろう。

（あくまで指導されている立場だっていうのを、忘れないようにしないと）

　胸の内に芽生えていた感情を押さえつけながら、ありさはひたすら仕事に従事した。そしていつの間にか、約束していた金曜日がやってくる。

「おまえ、なんか最近かわいくなったよなぁ？」

　昼休みも終わりに近づいていたとき、直属の上司である輪わ島じまにいきなり肩を揉まれた。

「……そう、ですか？」

「そうそう。ちょっと前まではパッとしない感じだったのに、雰囲気が大人っぽくなったというか。色気が出てきたよなー」

（色気、出てきてるんだ……自分ではよく分からないけど、やっぱり真由子の言う通りだったのかも）

　露峰とのレッスンがうまくいっていると分かり、少し嬉しくなるが、いきなり肩を揉まれるのはまったく嬉しくない。輪島は部下の肩をよく揉む人間だが、ありさにとってはこれが初めてだった。

「今日はどれくらいで上がれそう？」

「えーと、一時間くらい残業すればなんとか……」

「そっか。じゃあその後飲みに行こうよ。二人で」

「え、なんでですか？」

　輪島に飲みに誘われたことなんてこれまで一度もなかったありさは、反射的にそう聞いてしまう。それに対して、理由を聞かれるなんて思っていなかった輪島は微妙な笑みを浮かべる。

「いや、理由なんて、ねぇ？　普通に仲良くなりたいなーと思っただけだけど？」

　そんな輪島とありさの間に、誰かがすっと入ってくる。

「申し訳ないんですが、今夜は俺と約束があるんですよ」

　そこにいたのは、他でもない露峰だった。

（なんで!?　オフィスでは話さないって約束だったはずなのに……！）

　予想外の展開に、ありさも輪島も目を丸くする。

「え、なに？　おまえらそういう関係だったの!?」

　輪島は不思議そうな顔で、ありさと露峰を交互に見た。輪島の大きな声のおかげで、二人は注目を浴びてしまう。

（そういう関係って、恋人ってこと、だよね……？　みんなに注目されちゃってるし、ちゃんと否定しないと！）

「違いますよ！　ただ、露峰さんは私の相談に乗ってくれているだけなんです」

「ああ、そうだよな。いくらかわいくなってきたからって、おまえと露峰じゃなー」

　あはは、と笑う輪島。露峰とは釣り合わないと言われていることくらい、さすがのありさでも察することができた。まわりの人間も、どこかホッとしている様子だ。

（そうだよね。私と露峰さんじゃ全然釣り合わない。好意を抱くこと自体、迷惑かもしれない）

　それだけでも、気持ちに蓋をする理由としては十分だった。

「とにかく、今夜は先約があるので。よろしくお願いしますね」

　露峰はにっこりと微笑み、自分のデスクに戻っていった。

　ありさは、そんな露峰の微笑みにちょっとした違和感を覚える。

（なんか、いつもより棘があったような気がする。笑顔も、瞳の奥が笑っていなかったような……）

　初めて見る露峰の表情に、不安を感じるありさ。なにか怒らせるようなことを言ってしまったのか考えを巡らせるが、輪島に恋人疑惑をかけられたことくらいしか思いつかない。疑惑をかけられるのも嫌だったのだろうか。

「しょうがない。また今度な」

　ありさの肩をポンと叩き、輪島も自分のデスクに戻った。また今度ということは、今度二人きりで飲まないといけないのかもしれない。気にかけてくれるだけでもありがたいはずなのに、ありさは少し憂鬱な気分になった。






　さらにその日の夜、ありさはとんでもない失態をおかした。

「あっ……俊介……！」

　露峰から後背位で挿入されたとき、初めてしようとしたときの恐怖が蘇り、無意識に元カレの名前を呼んでしまったのだ。

「俊介って、君の元カレ？」

　露峰は腰を打ちつけながらも、いつになく冷たい声で聞いてくる。

「あ……はっ……はい……あんっ……」

「ふーん。これまで一度も元カレの名前なんて呼んでなかったのにな。急にどうしたの？」

「えっと……っ……その、初めてしようとしたのが……この体位で……」

「初めてなのにバックで挿入しようとしたんだ。珍しいな」

「結局怖くて、やめちゃったんですけど……んっ……んぁっ……！」

「そっか」

　これまでになく激しく攻め立てているのに、彼の声は淡々としている。それが妙に怖いのに、感じるのはやめられない。

（露峰さんがどんな顔をしているのか、気になるけど……振り返る勇気は、ないよ……）

　彼は冷たい目で、ありさのことを見下しているのだろうか。

「露峰さん……怒って、ますか……？」

「怒ってなんていないよ。むしろ、ちょうどいいんじゃない？　この体位なら顔も見えないし、俺のことは元カレだと思ってくれても」

「そ、そんなこと……！」

「しないの？　まぁ、俺はどっちでもいいけど」

　露峰の声からして、怒っているのはあきらかだ。

（もしかして、嫉妬してくれてる……とか……？　……いや、最中に違う男の名前を呼ばれていい気になる人なんていないよね。私だって、露峰さんが他の女性の名前を呼んだら……ショックを受ける自信があるもの）

　攻め方にもあまり優しさが感じられず、ただただ快楽を貪っているだけのようだ。いままで彼がどれだけありさのことを考え、優しく接してきてくれていたのかがよく分かった。

「バックのいいところは、中だけじゃなくて、他のところも同時に気持ちよくできるところなんだよ」

　露峰は右手をありさの胸の飾りに、左手をありさの秘部にある突起にあて、親指と人差し指の腹で挟む。

「んんっ！」

　気持ちのいいところを三つも攻め立てられ、ありさは四つん這いの状態を保つのが難しくなってくる。

（こんなの、無理……！）

「露峰さっ、ごめ、なさい……！」

「どうしたの？　謝ることなんてないよ」

「で、でも……んぁっ、ふぅ、ん……ああっ！」

「気を遣わなくてもいいんだよ。俺のことなんて、なんとも思ってないんだろ？」

「ちがっ……違います……私、は……あなたのこと、が……んんっ」

（私、いま……好きって言おうとした？）

　いつから好きだったのかなんてもはや分からないが、彼に好意を抱いていることは間違いなかった。しかし、いまその気持ちを口にしたら、彼とのこの関係も終わってしまうだろう。そんなつもりはなかったのに勘違いをしたと、突き放されるかもしれない。それだったら、この関係のままでいたほうが自分は幸せなのではないか。

　そんな考えが、ありさの脳裏をよぎった。

「俺のことが、なに？」

　続きを言うように催促されるものの、ありさの口は言葉を紡ぐことができない。攻め続けられているというのもあるが、そうじゃなくても口に出すことはできなかっただろう。

　ありさはただ、首を横に振った。

「それだけじゃ分からないよ。……しょうがない子だな」

　露峰の呆れたような声と、結合部から漏れる淫猥な水音が部屋に響く。ありさは快楽を与えられ続けた結果、絶頂と共に意識を手放すことになった。






　ありさが目を覚ましたとき、既に外は明るくなっていた。

「っ！」

　慌てて起き上がると、既に起きていたらしい露峰がこちらを見て爽やかな笑みを浮かべていた。

「おはよう、内海さん」

「おはよう、ございます……！」

　彼の上半身を見て自分が裸だったことを思い出し、ありさはシーツで胸を隠す。

「あの、いまって朝……ですよね？」

「ああ。本当はいつも通り日付が変わる前に帰ろうと思ってたんだけど、君が眠ってしまったから宿泊に変更したんだよ」

「すみません……ありがとうございます」

　失態をおかした上に迷惑までかけてしまった。ありさは申し訳なさで身体を縮こませる。

「それと、これはこの間のお礼」

　と言って露峰が渡してきたのは、白い紙袋だった。紙袋には、ありさでも知っているような有名なブランドの名前のロゴが入っている。

「この間って……」

「俺のこと、看病してくれたから」

　その件については断ったはずなのだが、あのとき彼が簡単に引き下がったのはこういうことだったのかと合点がいった。

　中を見てみると、アイボリーのフレアワンピースが入っていた。ファッション雑誌風に言うと、大人かわいいフェミニンワンピというところだろうか。他にもいろいろなところで使えそうなカーディガンや、小物なども入っている。きっとどれも高いものなのだろう。

　ちょっとしたお使いレベルの買い物をしてきただけで、こんなお返しをもらうのはどう考えても変だ。気持ちは嬉しいが、ありさはお返しをしてほしくて看病しに行こうと思ったわけではない。

「私――」

　受け取れませんと言おうとしたところで、露峰に遮られた。

「君に似合うと思って選んだけど、いらなかったら捨てるなり売るなり、好きにしてくれていいから」

「露峰さん……」

　そこまで言われてしまったら、断ることなんてできない。

「そんな……こんな素敵な贈り物、捨てることも売ることもできるはずがないですよ」

「そう？　じゃあ、もらってくれるかな」

「はい……ありがとうございます」

　しかし、わざわざこんなものまで用意してくれるなんて、もしかしたら彼も少なからず好意を抱いてくれているのではないだろうか。

　いや、ありさに借りを作りたくなくて過剰なお返しを用意したのかもしれない……なんて考えていると、スマートフォンに連絡が入った。

（もしかして、仕事の連絡かも）

　そう思い、ベッドサイドに置いていた鞄を手に取り、スマートフォンの画面を見る。

「……あっ」

　画面に映し出されていたのは、予想外の名前だった。

「なに？　もしかして元カレとか？」

　露峰はそうじゃないこと前提で、からかうつもりで聞いたのだろう。しかし、このときばかりはその予想は当たっていた。

　俊介から、「久しぶりに飲まないか？」というメッセージが来ていたのだ。これまでのことを忘れたのかと怒りたくなるような軽い文面だ。久しぶりといっても、別れてから二ヶ月も経っていないのだが……。

（でも、見返すにはちょうどいい時期かもしれないな。輪島さんも色気が出てきたって言ってくれたし）

　ただ、ありさの中にはちょっとした期待があった。露峰は、元カレとは会わなくていいと言ってくれるんじゃないか、と。

「露峰さんの言う通り、元カレからのメッセージでした」

「……へえ？　それで、なんて言われたの？」

「久しぶりに飲まないか、って……」

　ありさの言葉を聞いて、露峰は一瞬顔を曇らせたように見えたが、またすぐにいつもの笑顔に戻ってしまった。

「そっか。それならレッスンの成果が出せそうだな」

「えっ……」

「そうなったら、このレッスンももう終わりかな。俺もそろそろ潮時だとは思っていたけど、タイミングが良かったかもしれない」

　それは、あまりにもあっさりとした物言いだった。

（特別に思われているのかも、とか……嫉妬かもって思っていたのは……やっぱり、勘違いだったんだな）

「そう、ですね……。もう終わりにしたほうが、良さそうですね。露峰さんがくれたこの服、着ていこうかな……はは」

　そう答えながら、ありさは露峰相手に少しでも希望を持ってしまった自分に苛立ちを覚える。

「いいんじゃない？　きっと、よく似合うと思うよ」

　こうして、二人の関係は解消されることになった。

（こんなことになるなら、昨日の夜、ちゃんと告白しておけばよかった。それで玉砕したほうが、まだマシだったのに）






　間接的に失恋したものの、不思議と涙が出ることはなかった。露峰と自分が釣り合うはずがないことなんて、はじめから分かっていたことだったからだ。

　とはいえ、どれだけ勝算がない恋だったとしてもやはりヤケクソな気持ちになってしまうのは止められない。身の程知らずな自分に怒りを覚えながらも、露峰がプレゼントしてくれたワンピースとカーディガン、ネックレスをつけて俊介が指定した居酒屋に向かった。

　そこは俊介と付き合っていた当時、よく行った居酒屋だ。中に入ると、先に来ていたらしい俊介は既にほろ酔い状態になっていた。

「お、こっちこっちー」

「もう酔ってるの？」

　そう聞いてみると、俊介は「まだビール一杯しか飲んでないし、酔ってない」と答えた。頬が紅潮しているところからしても、説得力がない答えだ。

　土曜日にも関わらず、俊介は今日も仕事だったらしい。だが、思ったより早く引き上げることができたので、先に入って飲んでいたんだとか。たいして強くもないのに酒好きなのは、彼の困ったところの一つだ。

　とはいえ、ありさも俊介以上に酒を飲むことができないので、お茶だけ頼んでテーブルにある料理をつまむ。

「おまえさ、なんか色っぽくなった？」

「……そうかな」

「おいおい、二ヶ月でなにがあったんだよ。おまえと別れたの、失敗だったかもなぁ」

　なにもおもしろいことを言っていないのに、俊介はクスクスと笑う。

「急にどうしたの？　飲みに誘われるなんて思ってなかったから、ビックリしたよ」

「そんなの、懐かしくなったからに決まってるだろ？　ありさと別れてからいろいろあったけど、結局おまえが一番だった気がしてさ」

　いろいろあったというのは、どういうことだろうか。他の女性と付き合ったけどうまくいかなかった、と解釈するのが正しそうだが。

　露峰との情事は、いま目の前にいる俊介を見返すためのレッスンだった。そのため、こうして好意的（と言っていいのかどうか微妙なところだが……）に見られるのはありさが望んでいたことであるはずだ。

（それなのに、むしろちょっと嫌な気持ちになるのは、なんでなんだろう）

　俊介が全然魅力的な人間に見えないのだ。しかし、彼は付き合っていた頃となにも変わらない。変わったのは、ありさの心のほうだった。

「あのときは悪かったよ。いま思うとちょっと俺も焦りすぎてたというか……」

「そうかもしれないね」

「だろ？　だからさ、もう一回試してみようぜ。おまえも俺が呼んだらこうして来たわけだし、その気なんだろ？」

　そう言って、俊介は席を立つ。

（なんの用かと思えば……いや、まあそうなるよね）

　ありさは小さくため息をつき、鞄を手に取って立ち上がった。

「その気って、どういうこと？」

　一応確認を取っておくため聞いてみると、俊介はにやりと口角を上げてありさの耳元で囁く。

「……セックスだよ」

　ぞわりとした悪寒が身体を走り、背筋が凍る。ありさはここに来たことを後悔して、昨日ヤケになって俊介といつどこで会うのかまで露峰にペラペラと話したことを思い出す。

（あそこまで話してしまったから、行かなきゃって思ったんだった）

　もっと自分の気持ちに素直になれたら良かったのに。そんなことを考えながら、ありさは財布から五千円札を出して彼に渡す。

「はい、これ」

「なんだよ、おまえそんな飲み食いしてないぞ。というか、これくらい自分で出すって」

「……私、そんなつもりないから」

「は？」

「だから、もう帰って。それじゃ」

「あ、おい！」

　手切れ金のような形で五千円札を押しつけて、居酒屋の外に出る。ありさとしてはかなり勇気を出して断ったつもりなのだが、早々に会計を済ませたらしい俊介が走って追いかけてきた。

「おまえな、ここまで来てそんなつもりないとかないだろ普通！」

「やめて！」

　手首を掴まれ、反射的に振りきろうとしたがそれもかなわない。

　俊介は露峰より背は低いが、スポーツインストラクターをやっているだけあってそれなりに体格が良い。ありさがかなう相手ではなかった。

「そんなムキになるなって。な？」

「いや、露峰さん……！」

　いるはずもないのに、彼の名前を呼んでしまう。

「露峰？　誰だよそれ。おまえ、もしかしてたった二ヶ月で浮気したのかよ」

「俊介とは別れたんだから、浮気もなにもないでしょ！」

　それに、露峰とは付き合っているわけではない。ありさが一方的に好意を抱いていただけなのだが……俊介の機嫌はあからさまに悪くなる。

「おまえな――」

「失礼。その手、放してもらえるかな」

　誰かが言葉を遮り、俊介の手を払いのけた。そして、ありさに向かって手を差し伸べてきた。細くて長い、綺麗な手だ。

「露峰、さん……？」

　ありさは目を疑ったが、そこにいるのは間違いなく露峰だった。

「おいで、ありさ」

　彼はいつになく優しい声色で、ありさの名前を呼んだ。ドクンと、心臓が大きく跳ねる。

「コイツが露峰か？　おい、邪魔すんなよ」

　俊介は露峰を睨みつけるが、彼はありさのことしか見ていない。そしてありさも、露峰のことしか目に入らなかった。差し出された手に、そっと自分の手を重ねる。

　その瞬間、露峰はありさを抱き寄せる。それは、恋人同士なのではないかと錯覚してしまいそうになるほど、熱い抱擁だった。

「なんだ、これ……？」

「申し訳ないけど、この子は俺の恋人でね。君が出る幕はもうないよ、元カレくん」

「は……？」

「もう彼女に連絡はしないようにな。あんまりしつこくしたら、出るとこ出るから、気をつけて」

　突然の出来事にあっけに取られている俊介を後目に、露峰は「じゃあ、行こうか」と言ってありさの手を取り歩き出した。

　後ろから俊介の怒号が聞こえたものの、ついてくる気配はなかった。

「あれは、男には強く出られないタイプだな。もう大丈夫だよ」

　予想外の展開に、ありさは頭がついてきていなかった。露峰が助けに入ってくれたことも、恋人のふりをしてくれたことも、いまこうして手をつないで歩いていることも、まるで現実ではないように思えるほどだ。

「ありがとうございます。それで、あの……」

「ん？」

「どこに行くんですか？」

「俺の部屋だよ」






　動揺がおさまらないまま、気づけばありさは露峰の家まで連れて来られていた。

「消毒してあげるから。じっとしてて」

「露峰さ……んっ……」

　露峰はありさを抱き寄せ、いつもより乱暴にキスをする。舌がすぐに割り込んできて、口内を犯していく。情熱的な口付けに、頭の中がとろけそうになっていた。

「ふっ……んぁ……」

「……まだ物足りないけど、とりあえずいまはこのくらいで」

　露峰はゆっくりと唇を離し、そう言った。

「どうかな。元カレの感触は消えた？」

「え……？　俊介には手を握られただけなので……それ以上のことは、その……してないですよ」

「それでも、俺の気が済まないんだよ」

　その後も露峰は何度もキスをする。これまで彼としてきたことを身体が覚えているからか、鼓動が速くなり、熱を帯びていくのを感じる。

（このまま流されてしまいたくなる。でも、駄目……！）

　ありさは冷静になって、彼の胸板を押した。

「……俺にされるのが、嫌なの？」

「嫌とか、そういうことじゃなくて……私たち、もう関係は解消しましたよね……？」

「たしかにレッスンは終わった。でも、それだけだよ」

　露峰は当然のようにありさの腰に腕を回してくる。

（あんなにあっさり、私のことを突き放したくせに……）

　彼がなにを考えているのか、ありさには理解できなかった。

「……やめてください」

「なぜ？」

「それは……」

　もう、本当のことを言わないと納得してくれないかもしれない。ありさは切なくて痛む胸を押さえながら、声を絞り出した。

「露峰さんのことが好きだから……つらいんです。恋愛感情を持ってる相手なんて、面倒くさいでしょう？」

「なんで俺が面倒くさがると思うのかな」

「なんでって、露峰さんは私のこと好きじゃない、から……」

　自分で言っていてかなりつらい台詞だった。泣きそうになるところをなんとかこらえる。

「……しょうがない子だな」

　露峰はそんなありさを見ながら、嬉しそうに微笑んだ。

「ど、どういうことですか？　なんで、笑って……」

「俺は君の口から好きだって言葉を聞けて、嬉しかったんだよ。むしろ、その言葉をずっと待ってた」

「へ……？」

「元カレへの未練も、もう消えたかな？」

「え……ちょ、ちょっと待ってください」

「なに？」

「それって、どういう意味……ですか？」

「この間は、君の気持ちを知ったうえで、あえて突き放すようなことを言ったんだ。君が元カレじゃなくて俺を選ぶっていう確信もあった。……こんなに遠回しなやり方をするなんて、自分でも不思議だったんだけど」

　予想もしていなかったことを告げられ、ありさは言葉が出なかった。そんな反応を見て、露峰は悪戯っぽい笑みを浮かべ耳元に唇を寄せる。

「……愛してるよ、ありさ」

　吐息混じりに囁かれる、熱い言葉。

　彼の低くて艶やかな声に、身体の奥が反応する。しかし、ありさにはまだ不安の種があった。

「あの……それって、他の女性に言ったりは……」

「こんなこと、君以外に言うはずないだろ？」

「でも、初めてしたときは他にもいるって……」

　それを聞いて、露峰は一瞬驚いたように目を見開いた後、吹き出した。

「ふっ……まだ勘違いしてたんだ。社会人になってからは仕事に没頭していたから、セフレなんていないよ」

「ええ!?」

「仕事ばっかりで趣味もないし、お金も使ってこなかったって話しただろ？　てっきり、そのときにあれが嘘だって気づいていると思ってたよ」

　言われてみればたしかにそうだった。疑問に思うことすら忘れていたようだ。

「で、でもなんで、そんな嘘を……」

「そのほうが、君の気が楽になるかと思ってさ」

「たしかに、あのとき露峰さんがああ言ってくれたおかげで気は楽になりましたけど……」

　とにかく彼には自分以外関係を持っていた女性はいなかったらしい。嘘をつかれていたことに少なからずショックを受けているものの、ホッとしてしまったのも事実だった。

「……最初は出来心だったんだ。一人で空回っていて、ちょっとおもしろい子だなと思った。暇つぶしくらいにはなるかもしれないと思って、君の誘いを受けた。でもいつの間にか……君のことばかり考えるようになっていた。好きなものについて話しているときの生き生きした表情とか、俺のことを心配してあたふたしているところとか……いまの驚いている顔も、全部……好きだよ」

　露峰はちゅっ、と音を立ててキスをする。

　両想いだったことに喜びを感じるものの、自分ばかりが不安になって、彼に振り回されていたのだと思うと少しばかり納得いかない。

「露峰さんは……ずるいです。意地悪です。私があなたに好意を持っていたって、知っていたのに……」

「ははっ、まぁそうだよな。俺は、本当に好きな相手には意地悪をしたくなる性分みたいだ。君のおかげで気づくことができたよ。……でも君は、そんな俺を好きになったんだろ？」

「うっ……」

　そう言われてしまうとぐうの音も出ない。

（露峰さんの手のひらの上で転がされていたと分かっても、好きな気持ちは変わらない。私は優しいだけじゃない彼のことが、好きなんだろうな……）

「でも……ごめん。君がまだ元カレに未練があると思って嫉妬したとはいえ、さすがに今回のはやりすぎたって反省してるよ。君に怖い思いをさせてしまったから……」

　露峰は申し訳なさそうな表情で、言葉を続ける。

「もう二度と、こんなことはしないと約束するよ。これからは、セックスのとき以外は優しくするから」

「ということは……」

「もちろん、セックスのときは例外。君が泣いてしまわない程度にとどめるけどね」

　露峰はクスッと笑い、ありさの髪を手で梳く。

「けど、今日は優しくしようか。初めて、気持ちが通じ合った夜だから」






　一緒にシャワーを浴びたあと、露峰は全裸のままありさをベッドに押し倒した。

「も、もしかしてこのままするんですか……？」

「うん」

　露峰は、当たり前だ、とでも言いたげな表情だ。

「でも、こんなに明るいのは、ちょっと恥ずかしいというか……」

「俺が病み上がりでやったときも、似たような状況だったよ」

「あのときは一応服を着てたし……でもいまは、お互い裸じゃないですか……！」

「君の身体をしっかり見ながらしたいんだ。ダメかな？」

　露峰は困ったように眉を下げて聞いてくる。こう言ってはいるものの、拒否されるはずがないと思っている顔に見えた。

（やっぱり露峰さんはずるい……！）

　彼の綺麗な瞳に見つめられて、ありさは小さくため息をついた。

「……ダメじゃ、ないです」

「そっか……良かった」

　露峰は嬉しそうにありさの手を取り、甲にそっと口づけをする。まるで王子様のような仕草に、ありさは当てられてしまう。口づけをされたところが妙に熱い。

「ありさはいい子だな」

　子どもをあやすような甘い声で囁き、露峰はありさの頬を指先で撫でる。そして、その指を首筋まで降ろしていき、撫でたところに吸いついた。

「あっ……露峰さん……」

「もう恋人同士なんだから、二人きりのときは、春之って呼んで」

「じゃあ……春之、さん……？」

「うん、それでいい。君に名前で呼ばれると、なんか嬉しいな」

　露峰はありさの唇をぺろりと舐めたあと、噛みつくように唇を塞いだ。

「あっ……ん……」

　時折、露峰の少し尖った犬歯が当たる。ぬるりと彼の舌が入ってきて、ありさの口内を犯す。歯列をなぞり、何度も出し入れされる。

「っ……」

　そのいやらしい動きに反応して、ありさは思わず舌を引っ込めた。しかし、露峰の舌はありさのそれを絡めとり、逃げることを許さない。

　息が苦しくなってきたところで、やっと唇が離れた。お互いをつなぐ糸がぷつんと切れるのを見て、いましがたした行為の淫靡な感触が蘇り、顔が熱くなる。

「ここ、もう固くなってる」

　そう言って、露峰はありさの突起を指で軽くつまんだ。

「そ、それは……」

「最初から感じるほうだと思ってたけど、俺とするようになって本当に敏感になったよね。キスだけで、こんなにとろけた顔になっちゃってさ」

　露峰はニヤリと口角を上げ、胸をやわやわと揉みはじめる。

「ふ……ん……」

「声、我慢しなくていいのに。ほら」

「ああっ……」

　突起をくりくりと指で挟まれ、行き場のない快感がありさを襲う。

（ずっとそこを刺激していてほしいけど、なぜか別のところも触ってほしくなる。身体の中心が、どうしようもなく、熱い……）

　ありさは思わず身じろぎをしてしまった。

「太ももをこすり合わせてどうしたの？　いやらしいな」

「ち、ちが……！」

「胸だけじゃ足りないんだよな。分かってるよ」

　露峰は左手で胸をいじくりながらも、右手を下腹部に伸ばした。

「やんっ……あ……」

　太ももの内側を優しく触られる。

（そこじゃない、もっと奥……大事なところに触れてほしい）

　でも、そんなことは口には出せない。

「本当なら、どこに触れてほしいか言ってもらいたいところだけど……。仕方ない。今日は優しくしてあげる約束だからね」

　露峰の指が、秘部に到達する。彼は中に指を入れてくちゅくちゅとわざと音を立て、羞恥心を煽ってきた。

「やっ……！」

「こっち、見て」

　すっと指を抜いたかと思いきや、露峰は濡れた指をありさに見せつけてくる。

「これ、全部君のだよ、ありさ。まだほとんど愛撫してないのに、こんなに濡らすなんてね。そんなに俺のが欲しいのかな？」

「そ、そうじゃなくて……」

「違うの？　ん？」

　露峰に顔を覗き込まれ、恥ずかしくなって自分の顔を手で覆う。

「見ないで、ください……！」

（優しくするって言ってるけど、全然優しくなんてない。この人、やっぱり意地悪だ……！）

　これで彼の中では優しいほうなのだとしたら、今後どうなってしまうのだろう。ありさは自分の行く末が心配になった。

「ふふっ……大丈夫だよ。恥ずかしがることなんてない。俺は、君が感じてくれたり、期待してくれたりしてるのが嬉しいんだから」

　ありさの反応を見て満足したのか、彼はまた秘部に指を入れた。

「んんっ……！」

「ありさは、こっちの突起も好きそうだよな。……そうだ。せっかくだから、今日は舐めてあげるよ」

「舐め……へ!?」

　いままで秘部をほぐすのは彼の指の役割だったはずだ。それなのに、彼はありさの脚の間に顔を埋めてきた。

「だ、ダメです！　そんなところ！」

「ダメじゃないよ。俺が舐めたいんだから、気にしないで」

「はうっ……」

　露峰が話す度に、熱い吐息が秘部にかかる。

「大丈夫。怖くないから」

　股の間から顔を覗かせてそう言うと、露峰は今度は舌で秘部にある陰核を愛撫しはじめた。

「あああっ……！」

　あたたかくてぬるぬるしていて、それでいてざらついた彼の舌の感触は、感じたこともないものだった。

（こんなの、知らない。頭が沸騰しそう……！）

「はぁ、ん……もっ……やめっ……」

　本当に、気持ちよすぎてどこかに飛んでいってしまう気がした。

　与えられた刺激に反応して、身体がびくんと跳ねる。

　露峰の舌がありさを追い詰め、快感の波にさらわれる。

「ダメ、もう、イっちゃう……！」

　身体の芯から、感じたことのある疼きがじわじわとせりあがってくる。

「いいよ、イって」

「あっ……ん……ああっ！」

　ありさは背中を仰け反らせ、絶頂を迎えた。

「はぁ……はぁ……」

　先ほどまで緊張で固まっていた身体から、一気に力が抜ける。

「もうイッてしまうとはね。俺の舌、そんなに良かった？」

　そう聞かれても、答えられない。ありさは思わず彼から目をそらした。

（良かったけど、だからって面と向かって良かったよなんて言えるはずがないよ……）

　そして、露峰は、ありさが答えられないと分かって聞いているのだ。鈍感でも、これくらいは分かる。

「ま、その顔を見れば一目瞭然だけど。それじゃあ、入れようか」

「っ……！」

　濡れそぼった入り口に、彼の熱くて固いものが押し当てられた。先端で入り口をこすられ、彼自身が入ってくるのだと感じる。

　もう何度もした行為なのに、ありさの心臓は初めてのときのようにドキドキとうるさい。

「あっ……」

　愛液のいやらしい音と共に、彼が秘部をこじ開けていく。

「最後まで、入れてしまっていいかな」

「は、はい……んんっ……！」

　彼の固くて大きなものが、ありさの中におさまった。何度しても慣れない圧迫感と、心が繋がっている幸福感が心を満たす。

「……かわいいな」

「え……？」

「かわいいって言ったんだよ。仕事のときは澄ました顔をしている君が、俺の前でこんなに感じてくれてる……そう思うだけで、ドキドキするんだ」

　露峰はふっと笑って、少しだけ頬を赤らめる。

（まるで私のことが好きみたい……って、好きで合っているんだけど）

　いまでも信じがたい。あの露峰が、と思うと不思議で仕方なかった。

　でも、彼の表情や言葉は真実なのだろう。嘘をつくのが得意な人なんだとも思うけど、なぜか、ありさはこれに関しては本当だと確信していた。

（こんなふうに好きになってもらえるなんて、私はなんて幸運なんだろう。いままで彼からもらってきたものと同じくらいのものを、私は返せるのかな）

　そんなことを考えていたら、いきなり最奥を突かれた。

「ひゃうっ……！　急になんで……！」

「だって、君が考え事をしているみたいだったから。こういうときくらい、俺だけを見ていてほしいんだけどな」

　拗ねたような表情をする露峰。いつもの大人っぽい顔とは少し違う、どこか幼い印象を受けた瞬間だった。

「あっ……ごめんなさい……」

「それで、なにを考えていたの？」

「いままで春之さんからもらってきたものと同じくらいのものを、私はお返しできるかなって……」

「……へえ。俺のことを考えてたのか。なるほど」

　自分のことだと分かった瞬間、露峰の表情が明るくなる。

（案外、分かりやすい人なのかも？）

「一応言っておくけど、お返しなんかいらないから。君が俺のことを好きだって思ってくれるだけで十分。恋人って、そういうものだろ？　そもそも、いままでの借りはもう返し終えたはずだ。君はそういう考えからまず脱出しないとな」

「う……たしかに、そうですよね」

「最初に自信をつけるようにって言ったけど、なかなか難しいのかな。まぁ、人ってそう簡単に変われないからな」

　と言って露峰は苦笑する。

　自信は少しはついたと思うのだけど、卑屈な考えが抜けていないのは否定できない。

「ちょっとずつ、変わっていきたいとは思ってます」

「そっか。俺はいまの君も好きだから、無理しなくてもいいよ。君が変わりたいと思うのなら、応援する」

「ありがとうございます……！」

　露峰は意地悪な人だけど、やっぱり根は優しい。そして、ありさにとっては欲しい言葉をくれる人のような気がしていた。

（私も、彼が欲しいと思っている言葉を言える人間になりたい）

　彼と釣り合えるような、そんな人間になりたいとありさは思った。

「はい、真面目な話はこのくらいにしておこうか。そろそろ、動きたいからさ」

　話している間も固さを維持していた彼自身が、浅いところから奥のほうまで中をこすり上げはじめる。

「ふっ……ん……」

「君は……ここが、好きだったよな」

「あっ……」

　奥にある一番好きな場所を突かれて、甘い痺れを感じた。

「……んぁっ……いっ……」

「やっぱり、ここがいいんだな」

　ありさが反応したので、露峰は何度も同じところをこする。その度に、ありさの口から嬌声が漏れた。

「ああんっ……」

　あまりの気持ちよさに意識を手放してしまいそうになるが、なんとかつなぎとめた。今日は、自分ばかりじゃなくて彼のことも考えたい。

「春之、さん……」

「ん？」

「気持ちいい、ですか？」

「っ……！」

　予想していなかった言葉だったのか、露峰は珍しく驚いた顔をしたあと、やわらかく微笑んだ。

「……気持ちいいに、決まってるだろ？　君の中、最高だよ」

「嬉しい……んっ……」

　激しく抽送を繰り返しながら、露峰はありさの唇をふさいだ。

「んっ……ふっ……」

　ありさも必死にキスを返して、彼を受け入れる。

　両想いでする行為は、まるで別物だった。これまでは満たされない心の代わりに身体で繋がっていたのが、いまや心も身体も満たされるようになったのだ。

　激しい律動の中にも、愛があるとハッキリ感じられる。

「ここ、本当にいいよ。君が好きなところは、俺も好きだ」

　好き、と言われて下腹部がキュンとする。

「っ……いきなり締めつけられると、出そうになるんだけど。まったく、いけない子だな」

　露峰は仕返しとばかりに最奥の一番いいところを先端で突いてきた。

「ああっ……待って……！」

「待たない」

　何度も何度も突かれて、その度に全身がとろけてしまいそうになる。

（気持ちいい……。もっと、春之さんが欲しい）

　さっきまでそれなりに考えられていたはずの頭が、彼のことと快楽でいっぱいになる。

「あんっ……ひっ……ふ、んぁ……」

「俺だけを見て、俺だけを感じて……」

　結合部から淫猥な音が漏れる。

　彼の律動に揺さぶられる心地よさに、ありさは身を任せる。もうじき絶頂を迎えるだろうということは、これまでの経験からも分かっていた。

「春之さん、私、もう……」

「ああ、俺も……そろそろ、出そうだ……」

「じゃあ、一緒に……！」

「もちろん……！」

　露峰は余裕のない笑みを浮かべながら、ガツガツと短い間隔で奥を突く。

「ふっ……んぁっ……あ、そこ……！」

「ありさ、愛してるよ」

「私も、愛してます……！」

　愛の言葉を叫びながら、ありさはつま先をピンと伸ばし、背中を弓なりに反らした。びくんびくんと身体が震え、脳が溶けてしまいそうな快楽が全身を走り抜ける。

　それと同時に、ありさの中にあった彼自身も絶頂を迎えた。

「春之さん……」

　上半身を起こして、彼の唇にキスをする。長くはない、軽く触れるだけのキスだ。

「っ……！　君からキスするのって、初めてじゃない？」

「そうでしたっけ……？」

「そうだよ。いつもするのは俺ばかりで……いつか君からしてもらおうと思ってたんだけど……まさか自発的にしてくれるとは思わなかったな」

　露峰はそう言って、嬉しそうに笑う。

「ねぇ、もう一回してくれない？　今度はもう少し長いやつ」

「……一回だけですよ？」

　緊張しながらも、ありさはもう一度彼にキスをした。控えめに舌を絡め、リクエスト通り長く続ける。
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「ふっ……ん……」

　照れくさくてこれ以上我慢できないところまで頑張ったあと、ゆっくりと唇を離す。

「一生懸命キスをする君も、かわいいな」

　露峰はクスッと笑って、ありさの隣に寝転がり、彼女の熱い頬を指で撫でる。

「これからは、堂々と外でデートしよう」

「は、はい」

　ありさはデート、という言葉を聞いてドキドキしている自分に気がついた。

（そういえば、春之さんとはちゃんとしたデートをしたことなかったよね。美術館は回ったけど、あれは偶然会っただけだし……）

　付き合うよりも先にキスやセックスを済ませてしまったことを思い出し、なんだか妙に恥ずかしくなってきてしまう。

「……会社では、どうする？」

「え……？　どういうことですか？」

「職場の人たちに公言するかどうかってこと。公私混同するつもりはないけど、輪島さんみたいな人に君が狙われるのは嫌だからさ」

　そう言われて、ありさは以前輪島に誘われたことを思い出した。そして同時に、暗に露峰とは釣り合わないと言われたことも。

「でも、君が嫌なら秘密にしてもいいからね」

　露峰は基本的に、ありさにいくつかの選択肢を提示してくれる。彼も、輪島の発言でありさが傷ついたことは知っているだろう。交際していることがバレたら、陰でなにを言われるか分かったものじゃない。だから秘密という選択も、一つの正解ではあるのだろう。

（でも、私は……隠れるんじゃなくて、堂々と振る舞いたい）

「……いや、大丈夫です。私は、誰かに聞かれたら嘘をつかずに答えたいです。春之さんと付き合ってます、って」

　ありさは、真剣な顔でそう答えた。

「君も同じように考えてくれていて嬉しいな。交際宣言なんてことはしないけど、嘘はつかない方針で行こう」

　露峰は嬉しそうに目を細めながら、ありさの頭を優しく撫でる。

「ありさは、変わったな。少し前の君なら、きっと秘密にしておくと言っていたと思うけど、いまは……そうじゃない。俺は、君の選択を尊重したい」

「春之さん……」

「愛してるよ」

　とても優しくてあたたかい声で、露峰は愛を伝えてくれる。

（この人と一緒なら、きっと、何があっても大丈夫）

　窓から差し込む月に照らされながら、どちらからともなく、二人は唇を重ねたのだった。
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